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免責事項 
 

ユーザマニュアル 
COPYRIGHT ©2016 Hangzhou Hikvision Digital Technology Co., Ltd. 

無断複写転載等を禁ず。 

文章、画像、図表を含むすべての情報は、Hangzhou Hikvision Digital 
Technology Co., Ltd. またはその子会社（以下、「Hikvision」とする）の所有

するものとします。 本ユーザマニュアル（以下、「本マニュアル」とする）

は、Hikvision の事前の書面による許可なく、部分的または全体的にかかわら

ず再生産、変更、翻訳または配布できないものとします。 特に規定されてい

ない限り、Hikvision は明示的にせよ黙示的にせよ本マニュアルに関して一切

の補償、保証または表明を行わないものとします。 

本マニュアルについて 
このマニュアルは iVMS-5200 Professional Control Client に適用されます。 

本マニュアルには製品の使用および管理についての指示が含まれています。 
ここに記載されている写真、表、画像およびその他すべての情報は説明だけ

を目的としています。 本マニュアルに含まれる情報は、ファームウェア更新

やその他の理由で通知なく変更されるものとします。 当社ウェブサイトで最

新版を参照してください（http://overseas.hikvision.com/en/）。 

専門の技術者の指導の下で本ユーザマニュアルをご利用ください。 

商標に関する確認 

およびその他 Hikvision の商標およびロゴは、さまざまな裁判管

轄地域においても Hikvision の所有物です。 以下に示されたその他の商標お

よびロゴは、各権利保有者の所有物です。 

法的免責事項 
適用法により許容される範囲内で、記載の製品とそのハードウェア、ソフト

ウェアおよびファームウェアは、あらゆる誤謬やエラーを含め、そのままの

形で提供されるものとし、HIKVISION では明示黙示を問わず一切の保証 (商
品性、十分な品質、特定の目的の適合性および第三者の権利非侵害を含むが

それだけに限定されない) を行いません。 HIKVISION およびその取締役、役

員、従業員または代理人は、本製品の利用に関連する事業利益の損失や事業

妨害、データや文書の損失に関する損害を含む特別、必然、偶発または間接

的な損害に対して、たとえ HIKVISION がそれらについて通知を受けていた

としても、一切の責任を負いません。 
インターネットアクセスを伴う製品に関して、当該製品の一切の使用はお客



様自身の責任によるものとします。 HIKVISION は、異常操作、プライバシ

ー漏えいまたはサイバー攻撃、ハッキング、ウィルス検査やその他のセキュ

リティリスクから生じるその他の損害に対して一切の責任を負わないものと

します。ただし、必要に応じて HIKVISION は適宜技術サポートを提供しま

す。 
監視に関する法律は裁判管轄地域によって異なります。 本製品のご使用前に、

使用地の裁判管轄地域におけるすべての関連法を確認して、必ず適用法に準

拠するように利用してください。 本製品が不正な目的で使用された場合に、

HIKVISION は責任を負わないものとします。 
本マニュアルと適用法における矛盾がある場合については、後者が優先され

ます。 



概要 
 

説明 
 

iVMS-5200 プロフェッショナル(以降、iVMS-5200 プロと略します)の主要要

素の一つである iVMS-5200 コントロール クライアントは、リアルタイム ラ
イブ ビュー、PTZ 操作、ビデオの再生とダウンロード、アラーム受信、ログ

照会など、複数の操作機能を提供します。 

このユーザ マニュアルでは、iVMS-5200 コントロール クライアントの機能、

設定、および操作手順について説明します。 クライアントの適正な利用と安

定性を確保するために、操作の前に、以降の内容を参照し、マニュアルを注

意深く読んでください。 

 

動作環境 
 

オペレーティング システム: Microsoft Windows 7/Windows 8/Windows 
8.1/Windows Server 2008 R2/Windows Server 2012 (32/64-bit), Windows 10 (64-bit) 

CPU: Intel Core i3-530 またはそれ以上 

メモリ: 4GB またはそれ以上 

ビデオカード: Geforce GTX 240 またはそれ以上 

注意: 高い安定性と、良好なパフォーマンスのために、上記のシステム要件を

満たす必要があります。 

 

機能モジュール 
 

iVMS-5200 コントロール クライアントのコントロール パネル: 



注意: コントロール パネル上に表示されるモジュールは購入したライセンス

に応じて変わります。 詳細情報については当社のテクニカル サポート エン

ジニアにお問い合わせください。 

 

 
メニュー バー: 

ファイル 

ローカル画像

を開く 

ローカル PCに保存されたキャプチャ画

像を管理します。  

ビデオファイ

ルを開く 

ローカル PCに録画されたビデオ ファイ

ルを管理します。  

退出 
iVMS-5200 コントロール クライアント

を終了します。  

システム 

ロック 

スクリーン操作をロックします。 また

は右上の隅にある をクリックして  

ロックすることもできます。 アンロッ

クするには[アンロック]をクリックして

パスワードを入力します。  

設定情報の更

新 

システムから最新のリソースをマニュア

ルで取得します。  

ユーザーの切

替 
ログイン ユーザを切り替えます。  

表示 

1024*768 
1024 * 768 ピクセルのサイズでウィンド

ウを表示します。  

1280*768 
1280 * 768 ピクセルのサイズでウィンド

ウを表示します。  

1280*1024 
1280 * 1024 ピクセルのサイズでウィン

ドウを表示します。  

1440*900 
1440 * 900 ピクセルのサイズでウィンド

ウを表示します。  



1680*1050 
1680 * 1050 ピクセルのサイズでウィン

ドウを表示します。  

最大化 
ウィンドウを最大化モード(最大化また

は全画面)で表示します。  

コントロール

パネル 
コントロール パネル ページを開きます。  

メインビュー メイン ビュー ページを開きます。  

遠隔再生 リモート再生ページを開きます。  

アラームセン

ター 
アラーム センター ページを開きます。  

E マップ Eマップ ページを開きます。  

POS ライブビ

ュー 
POSライブ ビュー ページを開きます。  

POS 検索 POS検索ページを開きます。  

ビジネスイン

テリジェンス 

ビジネス インテリジェンス ページを開

きます。  

ダウンロード

センター 

ダウンロード センター ページを開きま

す。  

補助画面プレ

ビュー 

補助画面のプレビュー ウィンドウを開

きます。  

ツール 

状態検知 
状態検知ページ

を開きます。  

ログ検索 ログ検索ページを開きます。   

ローカル

設定 
ローカル設定ページを開きます。   

ブロード

キャスト 

カメラを選択してブロードキャストを開

始します。  
 

アラーム

出力コン

トロール 

アラーム出力をオン/オフにします。   

人物カウ

ント 
人物カウント ページを開きます。   

ヒートマ

ップ 
カメラのヒート マップを生成します。   

プレイヤ

ー 

ローカルのビデオ ファイルを再生する

プレイヤーを開きます。  
 

ヘルプ 

ユーザーマニ

ュアル (F1) 

クリックしてユーザ マニュアルを開きま

す; またはキーボードの F1キーを押し

て、ユーザ マニュアルを開くこともでき

ます。  

 

詳細 

コントロール クライアントの基本情報

および接続された iVMS-5200 プロのライ

センス情報を確認します。  

 

 



iVMS-5200 コントロール クライアントは以下の機能モジュールから構成され

ます: 

 

メイン ビュー モジュールでは、ネットワーク カメラやビデオ エ
ンコーダのライブ ビューや、画像のキャプチャ、録画、PTZ 操作

といった基本機能の一部が提供されます。  

 

リモート再生モジュールでは、録画ファイルの検索、再生、エク

スポート機能が提供されます。  

 

アラーム センター モジュールではコントロール クライアントに

よって受信されたアラーム情報の表示と管理ができます。  

 

E マップ モジュールでは、E マップ、アラーム入力、ホット リー

ジョンとホット スポットの表示および管理ができます。  

 

POS ライブ ビュー モジュールでは POS およびレシート情報が提

供されます。 

 

POS 検索モジュールでは POS 情報と関連録画の再生機能が提供さ

れます。 

 

ビジネス インテリジェンス モジュールではインテリジェントな

ビジネス解析が行えます。 

 

ダウンロード センター モジュールではリモート録画ファイルの

検索とダウンロードが行えます。 

 

ステータス検知モジュールではサーバ、接続されたデバイス、デ

バイスのカメラのステータスの表示機能が提供されます。  

 

ログ検索モジュールでは CMS およびデバイス ログ ファイルの照

会とバックアップが行えます。  

 

ローカル設定モジュールでは、コントロール クライアントの一般

的なパラメータ、ファイル保存パス、アラーム音およびその他の

システム設定が行えます。  
 

iVMS-5200 プロのリソースが変更された場合(例: システムにさらにデバイス

が追加された)、最新のリソースを取得するためにシステムと同期するかどう

かの確認を求めるダイアログがポップアップします。 



機能モジュールは、コントロール パネル上のナビゲーション ボタンをクリッ

クするか、[ビュー]または[ツール]メニューから機能モジュールを選択するこ

とで簡単にアクセスできます。 

現在のユーザ、ネットワーク使用率、CPU 使用率、RAM 使用率、時刻とい

った情報はメイン ページの右上で確認できます。 





 

ログイン 
 

iVMS-5200 コントロール クライアントを開いた際、iVMS-5200 プロのユーザ

名とパスワードでログインできます。 

iVMS-5200 プロへのアクセスにおいては 2 種類のユーザ(ノーマル ユーザとド

メイン ユーザ)がサポートされています。 詳細な導入については iVMS-5200 
プロフェッショナル Web クライアントのユーザ マニュアルを参照してくださ

い。 

オプション 1: ノーマル ユーザでのログイン 

方法:  

1. デスクトップ上の をダブルクリックしてコントロール クライアントを起動します。

 
2. 画面下部の[ノーマル ログイン]タブを選択します。 
3. ユーザ種別を CMS ユーザまたは RSM ユーザから選択します。 
4. [サーバ アドレスの表示]をクリックしてパラメータを入力します。  

o サーバータイプ: ログインするサーバを選択します。  

注意: 

 CMS ユーザの場合、サーバ種別として CMS を選択し、CMS サーバにログ

インします。 RSM ユーザの場合、サーバ種別として CMS を選択し、CMS
サーバにログインするか、RSM を選択して RSM サーバにログインできます。 

 CMS に RSM ユーザとしてログインする場合、RSM ユーザは CMS にアクセ

スする権限を持っている必要があります。 
 RSM にログインする場合、RSM に追加された CMS のビデオおよびアラー

ムを閲覧できます。 



RSM ユーザの場合、サーバ種別として CMS を選択し、CMS サーバにログ

インできます。 または、サーバ種別として RSM を選択し、RSM サーバにロ

グインすることもできます。 

o IP アドレス: 接続先の CMS または RSM のアドレス(IP アドレスまたはドメイン名)を
入力します。 

o ポート: CMS または RSM のポート番号を入力します。 デフォルトでは、80 番です。 

 

5. iVMS-5200 プロ CMS または RSM のノーマル ユーザのユーザ名とパスワードを入力します。 
6. オプションとして、[パスワードを保存する]チェックボックスにチェックし、パスワードを保

存することができます。 
7. オプションとして、[自動ログインを有効化する]チェックボックスをチェックし、ソフトウェ

アに自動ログインすることもできます。 
8. [ログイン]をクリックし、コントロール クライアントを開きます。  

注意: 

• ログインの失敗が検知されると、ログインに成功するまで認証コードの入力が求めら

れるようになります。 
• パスワード入力が 5 回失敗すると、アカウントは以後 10 分間凍結されます。 

オプション 2: ドメイン ユーザでのログイン 

方法:  

1. 画面下部の[ドメイン ログイン]タブを選択します。 
2. ユーザ種別を CMS ユーザまたは RSM ユーザから選択します。 
3. ドメイン ユーザを選択します。 
4. (オプション 1) ご自分のドメイン アカウント(お使いの PCにログインされている現在利用中の

ユーザ アカウント)を選択する場合、[オート ログインを有効化]チェックボックスをチェック

すると次回からソフトウェアに自動ログインできるようになります。 
5. (オプション 2) その他のユーザを選択する場合、ユーザ名とパスワードを入力してください。 

オプションとして、[パスワードを保存]チェックボックスをチェックしてパスワードを保存し

たり、[オート ログインを有効化]チェックボックスをチェックして次回、ソフトウェアに自動

ログインできるようにすることもできます。 
6. [サーバ アドレスの表示]をクリックしてパラメータを入力します。  

o サーバータイプ: ログインするサーバを選択します。  



注意: 

 CMS ユーザの場合、サーバ種別として CMS を選択し、CMS サーバにログ

インします。 RSM ユーザの場合、サーバ種別として CMS を選択し、CMS
サーバにログインするか、RSM を選択して RSM サーバにログインできます。 

 CMS に RSM ユーザとしてログインする場合、RSM ユーザは CMS にアクセ

スする権限を持っている必要があります。 
 RSM にログインする場合、RSM に追加された CMS のビデオおよびアラー

ムを閲覧できます。 
RSM ユーザの場合、サーバ種別として CMS を選択し、CMS サーバにログイ

ンできます。 または、サーバ種別として RSM を選択し、RSM サーバにログ

インすることもできます。 

o IP アドレス: 接続先の CMS または RSM のアドレス(IP アドレスまたはドメイン名)を
入力します。 

o ポート: CMS または RSM のポート番号を入力します。 デフォルトでは、80 番です。 
7. [ログイン]をクリックし、コントロール クライアントを開きます。  

注意: 

• ログインの失敗が検知されると、ログインに成功するまで認証コードの入力が求めら

れるようになります。 
• パスワード入力が 5 回失敗すると、アカウントは以後 10 分間凍結されます。 

 

モバイル クライアントのダウンロード 

ログイン インターフェイスではモバイル クライアントのダウンロード用の

QR コードも入手できます。 [QR コードの表示]をクリックして QR コードを

表示し、お使いのモバイル端末で対応する QR コードをスキャンしてモバイ

ル クライアントをダウンロードします。 モバイル クライアント導入の詳細

については iVMS-5200 モバイル クライアントのユーザ マニュアルを参照して

ください。 





ライブビュー 
 

ライブビュー 
 

目的: 

監視タスクにおいては、メイン ビュー ページに追加されたネットワーク カ
メラおよびエンコーディング デバイスのライブ ビデオを確認できます。 画
像のキャプチャやマニュアル録画、PTZ 操作等、その他の基本的な操作も一

部サポートされています。 

コントロール パネルの アイコンをクリックするか、 

または[ビュー] -> [メイン ビュー]をクリックしてメイン ビュー ページを開き

ます。 

 

メイン ビュー ページ 

1 ビュー リスト: カスタマイズしたビューを表示したり、新しいビューの作成

ができます。 

2 カメラリスト: 追加されたエリアおよびカメラを表示します。 

注意: RSM にログインし、それが複数の CMS を含んでいる場合、CMS サイ

トの をクリックすることで CMS を切り替えることができます。 正常に切



り替えが完了すると、他のすべてのページは切り替えられた CMS を利用しま

す。 

3 PTZ コントロール パネル PTZ コントロール パネルを表示します。 

4 ライブ ビューの表示ウィンドウ: カメラのライブ ビデオを再生するウィン

ドウです。 

5 ライブ ビュー ツールバー: 表示されたボタンはライブ ビューの操作に使い

ます。 

カメラ ステータス: 

 カメラはオンラインで、正常に動作しています。  
 カメラはライブ ビューを表示しています。  
 カメラは録画状態です。  
 カメラがオフラインです。  

注意: カメラがイベント(例: 動体検知)を検知した場合、カメラ アイコンは

のように表示され、グループ アイコンは のように表示されます。 

 

ライブ ビュー ツールバー: 

 

メイン ビュー ページでは、以下のボタンが利用できます: 

 
ビューを

保存  現在のビューの新しい設定を保存します。  

 
ビューに

名前を付

けて保存  
現在のビューを別の新しいビューとして保存します。  

 
ライブビ

ューを停

止  
すべてのカメラのライブ ビューを停止します。  

 
ミュート/
音声オン  ライブ ビューの音声のオン/オフを切り替えます。  

 

再開/一時

停止 

自動切替 

クリックしてライブ ビューの自動切り替えを再開/一時停

止します。  

 
メニュー

の表示/非
自動切り替えの設定メニューの表示/非表示を切り替えま

す。 もう一度クリックすることで非表示にできます。 自



表示  動切替中は切替間隔は変更できません。  

 前  自動切替モードの一つ前のカメラのライブ ビューに移動

します。  

 次  自動切替モードの一つ後のカメラのライブ ビューに移動

します。  

 

スクリー

ン レイア

ウト  
スクリーン レイアウトを設定します。  

 全画面  ライブ ビューを全画面モードで表示します。 Esc キーを

押して抜けることができます。  
 

ライブ ビューの表示ウィンドウを右クリックすることで、ライブ ビュー管理

メニューが開きます: 

注意: ライブ ビューを開始するには ライブ ビューの開始と停止。 

 

右クリックのライブ ビュー管理メニューでは、以下の項目が利用できます: 

 
ライブビューを

停止  表示ウィンドウのライブ ビューを停止します。 

 キャプチャ  ライブ ビュー プロセスの中の画像をキャプチャ

ーします。 

 キャプチャーし 現在の画像をキャプチャーし、その画像をプリ



た画像を印刷  ントします。 

  録画の開始/停止  手動録画を開始/停止します。 録画ファイルは

PC に保存されます。 

 
PTZ コントロー

ルを開く  
表示ウィンドウ上で PTZ 操作機能を有効にしま

す。 再度クリックして、機能を無効にします。 

 
デジタルズーム

を開く  
デジタル ズーム機能を有効化します。 再度クリ

ックして、機能を無効にします。 

 
即時再生に切り

替え  
インスタント再生モードに切り替えます。 希望

の再生時間が選択できます。 

 
双方向音声の開

始/停止  

クリックして、ライブ ビュー中のカメラの双方

向音声を開始/停止します。 カメラが双方向音声

をサポートしている必要があります。 

 
音声の有効化/無
効化  

クリックしてライブ ビューの音声を有効化/無効

化します。 

 カメラ状態  
録画ステータス、信号ステータス、接続数など

を含む、ライブ ビュー中のカメラのステータス

を表示します。 

 魚眼拡大  
フィッシュアイ拡張モードに入ります。 詳細な

設定については以下を参照してください: フィ

ッシュアイ モードでのライブ ビュー。 

 リンクの有効化  

リンクされたフィッシュアイ カメラ スピード ド
ームをライブ ビュー上でクリックすると、対象

をマニュアルで追跡したり、あるいは設定され

たルールに基づいて対象を自動的に追跡するこ

とができます。 

注意: 

• このアイコンはスピード ドーム リンクを

サポートしたフィッシュアイ カメラでし

か利用可能になりません。 
• スピード ドーム リンクをフィッシュアイ 

カメラ向けに設定する方法については

iVMS-5200 プロフェッショナル Web クラ
イアントのユーザマニュアルを参照して
ください。 

 
警戒コントロー

ル  
ライブ ビュー中のカメラの警戒コントロール ウ
ィンドウを開きます。 

 全画面  ライブ ビューを全画面モードで表示します。 
Esc キーを押して抜けることができます。 

 
 



ライブ ビューの開始と停止 
 

単一カメラでのライブ ビューの開始 

方法:  

1. メイン ビュー ページを開きます。 

2. (オプション) をクリックしてライブ ビューのウィンドウ分割モードを選択できます。 
3. カメラを表示ウィンドウにクリック アンド ドラッグします。  

あるいは、ライブ ビューを開始する表示ウィンドウを選択した後でカメラ名をダブルクリッ

クしてください。 

注意: 必要に応じてライブ ビューのカメラのビデオをクリック アンド ドラッグして別の表示ウィンド

ウに移動させることもできます。 

λ 

エリアのライブ ビューの開始 

方法:  

1. メイン ビュー ページを開きます。 
2. エリアを表示ウィンドウにクリック アンド ドラッグします。  

またはエリア名をダブルクリックしてライブ ビューを開始します。 コントロール センター ノ
ードをクリック アンド ドラッグまたはダブルクリックすると、追加されたすべてのデバイス

のライブ ビューを開始することもできます。 

注意: 

• 表示ウィンドウの数はエリア内のカメラの数に応じて自動調整されます。 
• カメラの数がウィンドウの数より大きい場合、ライブ ビューは複数のウィンドウで表示され

ます。 または をクリックするとライブ ビデオが表示できます。 

カスタム ビュー モードでのライブ ビューの開始 

目的:  

ビュー モードはライブ ビューのためにカスタマイズできます。 パブリック 
ビューまたはプライベート ビューを選択して作成することができます。 

• パブリックビュー: カスタマイズしたパブリック ビューを iVMS-5200 
プロに保存すると、他のユーザがそのビューと関連するライブ ビデオ

にアクセスできます。 
• プライベートビュー: カスタマイズしたプライベート ビューを iVMS-

5200 プロに保存すると、対応する許可を持つ他のユーザがそのビュー

と関連するライブ ビデオにアクセスできます。 



方法:  

1. メイン ビュー ページを開きます。 

2. ビュー パネル上で  アイコンをクリックするとビュー追加のダイアログボックスが起動さ

れます。 
3. ビュー名を入力し、必要に応じてビュー種別を選択してください。 
4. [追加]をクリックします。 新しいビューはデフォルトで 4 画面モードです。 

5. オプションとして、ライブ ビュー ツールバーの アイコンをクリックして新しいビュー

のウィンドウ分割モードを選択し、 をクリックすると、その新規ビューのウィンドウ分割

モードを保存できます。 
6. カメラを表示ウィンドウにクリック アンド ドラッグします。  

あるいは、ライブ ビューを開始する表示ウィンドウを選択した後でカメラ名をダブルクリッ

クしてください。 

注意: CMS が異なるカメラのライブ ビューを同じビューに保存することはできません。 

7. アイコンをクリックして新しいビューを保存します。 オプションとして、 をクリック

し、現在のビューを別のビューとして保存することができます。 

ビューの設定が正常に完了したら、クリックしてビューを呼び出すことがで

きます。 

マウスをカスタム ビュー上に移動すると以下のアイコンが利用可能に鳴りま

す: 

 ビュー名を編集 カスタム ビューの名前を編集します。 

 ビューを削除 カスタム ビューを削除します。 

 
インスタント再

生 

ビューに関連付けられたカメラのインスタント再

生を開始します。 インスタント再生では、同時に

16 台までのカメラを切り替えできます。 
 

ライブ ビューの停止 

方法:  

1. 表示ウィンドウを選択します。 

2. マウス ポインタを表示ウィンドウ上に置いた時に右上に表示される アイコンをクリックす

るか、 右クリック メニューの[ライブ ビューの停止]をクリックすることで表示ウィンドウの

ライブ ビューを停止することができます。 またはライブ ビュー ツールバーの ボタンをク

リックしてすべてのライブ ビューを停止できます。  

 

ライブ ビューでのオート スイッチ 
 



カメラのオート スイッチ 

目的:  

カメラのオート スイッチを行うと、同じエリアのカメラのビデオ ストリーム

が、選択した表示ウィンドウ上で自動的に切り替わります。 

方法:  

1. メイン ビュー ページを開きます。 
2. カメラのオート スイッチを行う表示ウィンドウを選択します。 
3. ツールバーの アイコンをクリックし、切り替え間隔を選択します。 

4. エリアを選択し、エリア ノードの アイコンをクリックします。 

5. / をクリックしてカメラのオート スイッチを一時停止/再開することができます。 

 

ビューのオート スイッチ 

目的:  

ビュー オート スイッチではカスタム ビューが自動的に切り替わります。 開
始する前にカスタム ビューを追加する必要があります。 

方法:  

1. メイン ビュー ページを開きます。 
2. ツールバーの アイコンをクリックし、切り替え間隔を選択します。 

3. パブリック ビューかプライベート ビュー ノードか、いずれかのビューのアイコン をクリ

ックします。  

注意: 

• オート スイッチ用にビューを選択した場合、カスタマイズされたすべてのビューが

自動的に切り替わります。. 
• パブリックまたはプライベート ビューを選択した場合、カスタマイズされたパブリ

ック ビューまたはプライベート ビューが自動的に切り替わります。 
• カメラの数がウィンドウの数より大きい場合、オート スイッチは複数のウィンドウ

で実行されます。 または をクリックしてオート スイッチを表示します。 

4. / をクリックしてマルチ ビュー オート スイッチを一時停止/再開することができます。 

 

エリアのオート スイッチ 

目的:  

エリア オート スイッチでは、エリアのカメラが自動的に切り替わります。 

方法:  



1. メイン ビュー ページを開きます。 
2. エリア オート スイッチを行う表示ウィンドウを選択します。 
3. ツールバーの アイコンをクリックし、切り替え間隔を選択します。 

4. エリア ノードの アイコンをクリックします。  

注意: カメラの数がウィンドウの数より大きい場合、オート スイッチ

は複数のウィンドウで実行されます。 または をクリックしてオ

ート スイッチを表示します。 

5. / をクリックしてエリアのオート スイッチを一時停止/再開することができます。 

 

全カメラのオート スイッチ 

目的:  

追加されたすべてのカメラのビデオ ストリームが選択された表示ウィンドウ

上で自動的に切り替わります。 

方法:  

1. メイン ビュー ページを開きます。 
2. 全カメラ オート スイッチを行う表示ウィンドウを選択します。 
3. ツールバーの アイコンをクリックし、切り替え間隔を選択します。 

4. コントロール センター ノードの アイコンをクリックします。  

注意: カメラの数がウィンドウの数より大きい場合、オート スイッチ

は複数のウィンドウで実行されます。 または をクリックしてオ

ート スイッチを表示します。 

5. / をクリックして全カメラのオート スイッチを一時停止/再開することができます。 

 

ライブ ビューでの PTZ 操作 
 

ソフトウェアはパン/チルト/ズーム機能を備えたカメラに対する PTZ 操作機

能を提供しています。 PTZ コントロール パネル上で、カメラのプリセット、

パトロールおよびパターンを設定できます。 また、右クリック メニューから

[PTZ 操作を開く]をクリックすると PTZ カメラの操作のための PTZ 操作ウィ

ンドウを開くことができます。 

アイコンをクリックして PTZ コントロール パネルを展開します。 



 

 
 

PTZ コントロール パネルでは以下のボタンが使用できます: 

 
指定する時間枠について PTZ をロックします。 ロッ

クされた時間枠の間、他のユーザは PTZ コントロー

ル操作を行うことができません。 
 PTZ ロックをキャンセルします。 

 
方向ボタンおよびオート スキャン 

 ズーム 

 フォーカス 

 アイリス 

 PTZ 速度 

 補助フォーカス 

 3D ポジショニング 

 明るい 

 ワイパー 

 レンズ初期化 
 

プリセットの設定 

プリセットは事前定義された撮影位置で、パン、チルト、ズーム、フォーカ

ス、その他のパラメータが含まれます。 



プリセットを追加するには以下の手順を実行します: 

1. タブをクリックして PTZ プリセット設定パネルに入ります。 
2. PTZ コントロール パネルの方向ボタンをクリックして、必要な映像が得られるようにカメラ

を移動します。 

3. プリセット リストから PTZ プリセット番号を選択し、 をクリックします。 
4. ポップアップ ダイアログ ボックス上でプリセット名を入力します。 
5. [OK]をクリックして設定を保存します。 

 

設定したプリセットを呼び出すには、プリセットをダブルクリックするか、

プリセットを選択し、 アイコンをクリックします。 

設定したプリセットを編集するには、リストからプリセットを選択し、 ア

イコンをクリックします。 

設定したプリセットを削除するには、リストからプリセットを選択し、 ア

イコンをクリックします。 

 
 

パトロールの設定 

パトロールはユーザ定義によるプリセットのグループによって指定される移

動監視の経路で、2 つのプリセットの間の移動の速度や、プリセットでの滞

留時間を個別にプログラムすることができます。 

始める前に:  

1 つの PTZ カメラに対して 2 つ以上のプリセットを追加しておく必要があり

ます。 

パトロールを追加するには以下の手順を実行します: 

1. ボタンをクリックして PTZ パトロール設定パネルに入ります。 
2. ドロップダウン リストから、経路番号を選択します。 

3. をクリックしてプリセットを追加して、滞留時間とパトロール速度を設定します。 
4. 上記の操作を繰り返して、パトロールする他のプリセットを追加します。 

5. オプションとして、 または をクリックし、パトロール経路のプリセットを編集または削

除できます。 
6. アイコンをクリックしてパトロールの呼び出しができます。 パトロールの呼び出しを停止

するには をクリックしてください。 

注意: 

• 最大 16 のパトロールを設定できます。 



• プリセットの滞留時間は 1 から 30 秒までで設定でき、パトロールの速度はレベル 1 から 40 ま

でで設定できます。 

 

パターンの設定 

パターンは PTZ の動きを記録して設定できます。 

パターンを追加するには以下の手順を実行します: 

1. ボタンをクリックして PTZ パターン設定パネルに入ります。 

2. をクリックしてパターン経路の記録を開始します。 
3. 方向ボタンおよびその他のボタンを使って PTZ の動作を操作してください。 

4. をクリックしてパターン記録を停止し、保存します。 

5. アイコンをクリックしてパターンの呼び出しができます。 パターンの呼び出しを停止する

には をクリックしてください。 

注意: 設定できるパターンは 1 つだけで、新しく定義したパターンは以前のも

のを上書きします。 

 

手動録画とキャプチャ 
 

マウスをライブ ビュー表示ウィンドウの下端に移動します。 以下のツールバ

ー ボタンが利用可能です: 

 キャプチャ ライブ ビュー中のカメラの画像をキャプチャします。 

  
録画の開始/
停止 

手動録画を開始/停止します。 録画ファイルは PC に保

存されます。 

 
即時再生に

切り替え 
インスタント再生モードに切り替えます。 希望の再生

時間が選択できます。 
 

ライブ ビューでの手動録画 

目的:  

手動録画機能では、メイン ビュー ページのライブ ビデオを手動で録画でき

ます。録画ファイルは、ローカル PC に保存されます。 

方法:  

1. マウスをライブ ビュー表示ウィンドウの下端に移動するとツールバーが表示されます。 



2. 表示ウィンドウのツールバーの をクリックするか、右クリック メニューから手動録画を開

始します。 アイコンが に変わります。 

3. アイコンをクリックして手動録画を停止します。  

操作が全て正常に完了すると、録画したビデオ ファイルを保存するパ

スを含んだプロンプト ボックスがポップアップします。 

注意: 

• 手動録画中は、インジケータ が表示ウィンドウの右上隅に表示されます。 
• ビデオ ファイルを保存するパスは、ローカル設定インターフェイス上で設定することができ

ます。 詳細については以下を参照してください: ファイル保存先パス設定 。 

 

ローカル録画ファイルの確認 

目的:  

ライブ ビューで手動録画されたファイルはコントロール クライアントが実行

されている PC に保存されます。 必要に応じて録画ファイルを確認できます。 

方法: 

1. [ファイル] -> [ビデオ ファイルを開く]をクリックし、録画ファイル ページを開きます。 
2. リストから検索するカメラまたはエリアを選択します。 

3. アイコンをクリックして検索範囲の開始時刻と終了時刻を指定します。 
4. [検索] をクリックします。 開始時刻と終了時刻の間に録画されたビデオ ファイルが表示され

ます。 λ  
• ビデオ ファイルを選択し、[アップロード]をクリックして設定した FTP サーバにビデ

オ ファイルをアップロードします。 をクリックしてファイルのアップロードを開

始するか、または[すべて開始]をクリックしてすべてのファイルのアップロードを開

始します。 [アップロード キュー]をクリックして、アップロードのステータスを確

認することもできます。 
• ビデオ ファイルを選択し、[別名で保存]をクリックし、ビデオ ファイルの新しいコ

ピーをローカル PCに保存することができます。 
• ビデオ ファイルを選択し、[削除]をクリックしてビデオ ファイルを削除することも

できます。 

注意: ビデオ ファイルを FTP サーバにアップロードするためには、操作を行

う前に FTP 設定が正しくセットされていなければなりません。 詳細について

は以下を参照してください: ファイル保存先パス設定 。 



 

ビデオ ファイルをダブルクリックして、ビデオ ファイルをクリックしてロー

カルで再生することができます。 

 

 

ローカル再生ページでは以下のボタンが使用できます: 



 最大化 再生ウィンドウを最大化します。 

 閉じる 録画ファイルのローカル再生ページを閉じま

す。 

 一時停止/再生 録画ファイル再生を一時停止/再開します。 

 停止 録画ファイル再生を停止します。 
 スピード 再生速度を設定します。 
 シングルフレー

ム 
録画ファイルを 1 フレームずつ再生します。 

 デジタルズーム デジタル ズーム機能を有効化します。 もう一

度クリックすることで無効化できます。 
 音声の有効化/無

効化 
クリックしてローカル再生の音声を有効化/無効

化します。 

 キャプチャ 再生ビデオの画像をキャプチャーします。 
 

ライブ ビューでの画像キャプチャー 

方法:  

1. マウスをライブ ビュー表示ウィンドウの下端に移動するとツールバーが表示されます。 

2. 表示ウィンドウのツールバー、または右クリック メニューの アイコンをクリックします。  

キャプチャー操作が行われたかどうかを通知するための、キャプチャ

ーした画像の小さいウィンドウが表示されます。 

注意: キャプチャー画像を保存するパスを、ローカル設定インターフェイス上

で設定することができます。 詳細については以下を参照してください: ファ

イル保存先パス設定 。 

 

キャプチャー画像の確認 

目的:  

ライブ ビューでキャプチャされた画像はコントロール クライアントが実行さ

れている PC に保存されます。 必要に応じてキャプチャーされた画像を確認

できます。 

方法:  

1. [ファイル] -> [ローカル画像ファイルを開く]をクリックし、キャプチャー画像ページを開きま

す。 
2. リストから検索するカメラまたはエリアを選択します。 

3. アイコンをクリックして検索範囲の開始時刻と終了時刻を指定します。 
4. [検索] をクリックします。 開始時刻と終了時刻の間にキャプチャーされた画像が表示されま

す。 
5. キャプチャー画像がよりよく見えるように、ダブルクリックで拡大することができます。  



• キャプチャ画像を選択し、[アップロード]をクリックすると、設定した FTP サーバに

画像をアップロードすることができます。 をクリックしてファイルのアップロー

ドを開始するか、または[すべて開始]をクリックしてすべてのファイルのアップロー

ドを開始します。 [アップロード キュー]をクリックして、アップロードのステータ

スを確認することもできます。 
• キャプチャ画像を選択し、[印刷]をクリックすると、選択した画像をネットワーク経

由で接続されたプリンタから印刷することができます。 
• キャプチャ画像を選択し、[別名で保存]をクリックすると、キャプチャ画像の新しい

コピーをローカル PCに保存することができます。 
• キャプチャ画像を選択し、[削除]をクリックすると、選択したキャプチャ画像を削除

することができます。 

注意: 画像を FTP サーバにアップロードするためには、操作を行う前

に FTP 設定が正しくセットされていなければなりません。 詳細につい

ては以下を参照してください: ファイル保存先パス設定 。 

 

 

インスタント再生 
 
目的:  

録画ファイルはメイン ビュー ページ上で即再生することができます。 イン

スタント再生は過去 30 秒、1 分、3 分、5 分、8 分または 10 分間の録画のみ

表示します。 録画が見つからない場合、直前の 30 秒または 1 分間に録画が

行われていないことを意味します。 / 3 分 / 5 分 / 8 分 / 10 分 これにより、必

要な場合にはすぐに確認してみることができます。 



始める前に:  

• ビデオ ファイルは DVR、NVR、ネットワーク カメラなどの SD/SDHC カードや HDDのよう

なストレージ デバイス、またはストレージ サーバに保存されている必要があります。 
• デバイスの録画スケジュールは Web クライアント経由で設定する必要があります。 詳細につ

いては iVMS-5200 プロフェッショナル ウェブ クライアントのユーザ マニュアルを参照してく

ださい。 

方法:  

1. ライブ ビューを開始し、マウスをライブ ビュー表示ウィンドウの下端に移動するとツールバ

ーが表示されます。 

2. ツールバー上または右クリック メニュー上の アイコンをクリックすると、再生時間枠のリ

ストがポップアップします。  

30 秒、1 分、3 分、5 分、8 分または 10 分が選択可能です。 

3. 時間枠を選択してインスタント再生を開始します。  

例: もしライブ ビューの現在時刻が 09:30:00 で、3 分を選択した場合、

インスタント再生は 09:27:00 から始まります。 

4. アイコンを再度クリックすると、インスタント再生が停止し、ライブ ビューに戻ります。 

注意:インスタント再生中は、インジケータ が表示ウィンドウの右上隅に表

示されます。 

 

再生コントロール バーでは以下のボタンが使用できます: 

 逆再生 録画ファイルを逆方向に再生します。 

  
再生の一時停止/再
開 録画ファイル再生を一時停止/再開します。 

 スピード ダウン/アインスタント再生の再生速度を遅く/速くしま



ップ す。 

 再生を停止 すべてのカメラの再生を停止します。 

 シングルフレーム 録画ファイルを 1 フレームずつ再生します。 

 キャプチャ インスタント再生中のカメラの画像をキャプチ

ャします。 

  録画の開始/停止 手動録画を開始/停止します。 録画ファイルは

PC に保存されます。 

 
ライブビューに切

り替え ライブ ビュー モードに切り替えます。 
 

インスタント再生中に表示ウィンドウを右クリックすると以下のメニューが

有効化されます: 

 

 

右クリックのインスタント再生管理メニューでは、以下のボタンが利用でき

ます: 

 逆再生 録画ファイルを逆方向に再生します。 

   一時停止/再生 表示ウィンドウ上のインスタント再生を一時停止/
再生します。 

 停止 インスタント再生を停止し、ライブ ビュー モード

に戻ります。 

 
スピード アップ/
ダウン インスタント再生速度を早く/遅くします。 

 シングルフレーム 録画ファイルを 1 フレームずつ再生します。 



 
デジタルズームを

開く 
デジタル ズーム機能を有効化します。 再度クリッ

クして、機能を無効にします。 

 キャプチャ インスタント再生プロセスの画像をキャプチャー

します。 

 
キャプチャーした

画像を印刷 
現在の画像をキャプチャーし、その画像をプリン

トします。 
   録画の開始/停止 録画ファイルのクリッピングを開始/停止します。 

  
音声の有効化/無効

化 
クリックしてインスタント再生の音声をオン/オフ

します。 

 
ライブビューに切

り替え ライブ ビュー モードに切り替えます。 

 全画面 インスタント再生を全画面モードで表示します。 
もう一度クリックすることで終了します。 

 
 

カスタムウィンドウ分割 
 

単一カメラでのライブ ビューの開始 

目的: 

クライアント ソフトウェアは、事前定義されたに複数の種類のウィンドウ分

割を提供しています。 また、任意のカスタム ウィンドウ分割に設定すること

もできます。 

方法:  

1. メイン ビュー ページを開き、ライブ ビュー ツールバー上の をクリックします。 

2. をクリックするとカスタム ウィンドウ分割ダイアログボックスがポップアップします。  



 

3. [追加]をクリックしてカスタム ウィンドウ分割追加ダイアログ ボックスを開きます。  

注意: カスタム ウィンドウ分割は 5 つまで追加できます。 

4. 新しいウィンドウ分割に名前を設定し、[OK]をクリックして設定を保存します。 
5. ウィンドウ分割(3x3、4x4 または 5x5)の名前を編集できます。 
6. マウスをクリック アンド ドラッグして隣接するウィンドウを選択し、[結合]をクリックする

と、それらを 1 つのウィンドウに結合できます。 [結合]を再度クリックして結合をキャンセル

することもできます。 

7. [保存]をクリックすると設定が確定され終了します。 をクリック

して、ライブ ビデオの再生のためのカスタム ウィンドウ分割を選択で

きます。 

注意: 

• リモート再生に入って上記の手順を実行することで、カスタム ウィンドウ分割を設定するこ

ともできます。 
• リモート再生については最大で 16 のウィンドウを同時に再生することができます。 16 以上の

ウィンドウを持つカスタム ウィンドウ分割は再生には無効です。 

 

フィッシュアイ モードでのライブ ビュー 
 

単一カメラでのライブ ビューの開始 

目的: 



カメラのライブ ビデオはフィッシュアイ拡張モードで再生できます。 

方法:  

1. メイン ビュー ページを開き、ライブ ビューを開始します( ライブ ビューの開始と

停止を参照してください)。 
2. ビデオを右クリックし、フィッシュアイ拡張を選択します。 ライブ ビューの拡張モードを任

意に選択できます。  

注意: デバイスのマウント種別を選択すると関連する拡張モードのリス

トが表示されます。 

 

• フィッシュアイ: 魚眼ビュー モードではカメラの広角ビュー全体が表示されます。 こ
のビュー モードは、魚の凸面状の目の視界に似ているため「フィッシュアイ」と呼

ばれています。 このレンズは広いエリアの曲面的な画像を生成します。画像の中の

物体に対するパースペクティブやアングルは湾曲します。 
• デュアル-180°パノラマ / 360°パノラマ: パノラマ ビュー モードでは、湾曲したフィッ

シュアイ画像がいくつかのキャリブレーション手法によって通常のパースペクティブ

を持った画像に変換します。 
• PTZ: PTZ ビューはフィッシュアイ ビューまたはパノラマ ビュー上の一部の定義され

たエリアに対するクローズ アップ ビューで、電子的な PTZ 機能をサポートしていま

す。これは e-PTZ とも呼ばれます。 

注意: 各 PTZ ビューにはフィッシュアイ ビューおよびパノラマ ビュー

上で、特定のナビゲーション ボックスによってマークされます。 ナビ

ゲーション ボックスをフィッシュアイ ビューまたはパノラマ ビュー

上でドラッグして PTZ ビューを調整するか、または PTZ ビューをドラ

ッグしてビューを希望の角度に調整してください。 



λ 

PTZ コントロール 

PTZ モードでは PTZ 操作を使用して、PTZ ウィンドウを調整することができ

ます。 をクリックして PTZ コントロール パネルを展開します。 

注意: PTZ パネルは異なるデバイスごとに様々です。 

• PTZ ウィンドウを選択し、方向ボタンの 1 つをクリックして、ビューの角度を調整します。 

注意: フィッシュアイまたはパノラマ ウィンドウ内で色付きのフレー

ムをクリックア アンド ドラッグ、または PTZ ウィンドウをクリック 
アンド ドラッグするだけで、PTZ ウィンドウの視野角を変更できます。 

• PTZ ウィンドウを選択し、 をクリックしてオート スキャンを開始します。再度クリック

するとオート スキャンが停止します。 
• :スライダーをドラッグして PTZ 動作の速度を調整します。 

• :選択した PTZ ウィンドウをズーム インまたはズーム アウトします。 または、

マウス ホイールを利用してズーム インまたはズーム アウトを行うことができます。 

プリセット 

プリセットはユーザ定義の監視位置/ポイントです。 プリセット番号を呼び出

すだけで監視するシーンを定義したポジションに変更することができます。 
以下の手順にしたがって、プリセットを設定してください。 

方法: 

1. タブをクリックして PTZ プリセット設定パネルに入ります。 
2. PTZ ウィンドウを選択し、プリセットとしてマークしたい場所にシーンを調整します。 

3. プリセット リストから PTZ プリセット番号を選択し、 をクリックします。 
4. ポップアップ ダイアログ ボックス上でプリセット名を入力します。 
5. [OK]をクリックして設定を保存します。 

設定したプリセットを呼び出すには、プリセットをダブルクリックするか、

プリセットを選択し、 アイコンをクリックします。 

設定したプリセットを編集するには、リストからプリセットを選択し、 ア

イコンをクリックします。 

設定したプリセットを削除するには、リストからプリセットを選択し、 ア

イコンをクリックします。 

パトロール 



パトロールはユーザ定義によるプリセットのグループによって指定される移

動監視の経路で、2 つのプリセットの間の移動の速度や、プリセットでの滞

留時間を個別にプログラムすることができます。 以下の手順にしたがって、

パトロールを設定してください。 

注意: パトロールを設定する前に少なくとも 2 つのプリセットを設定しておく

必要があります。 

方法: 

1. ボタンをクリックして PTZ パトロール設定パネルに入ります。 
2. ドロップダウン リストから、経路番号を選択します。 

3. をクリックしてプリセットを追加して、滞留時間とパトロール速度を設定します。 
4. 上記の操作を繰り返して、パトロールする他のプリセットを追加します。 

5. オプションとして、 または をクリックし、パトロール経路のプリセットを編集または削

除できます。 
6. アイコンをクリックしてパトロールの呼び出しができます。 パトロールの呼び出しを停止

するには をクリックしてください。 

注意: 

• 最大 256 のプリセットを設定できます。 
• 最大 16 のパトロールを設定できます。 
• 滞留時間の範囲は 1 から 30 秒までです。 
• パトロール速度の範囲は 1 から 40 までです。 

 

モバイル端末からのビデオのライブ ビュー 
目的:  

iVMS-5200 モバイル クライアントがインストールされたモバイル端末のライ

ブ ビデオを閲覧するためにアップロードすることができます。 

始める前に:  

• モバイル端末を含み、SMS が設定されたエリアを iVMS-5200 プロに登録しておく必要があり

ます。 モバイル端末の追加およびエリアの管理については iVMS-5200 プロフェッショナル
Web クライアントのユーザマニュアルを参照してください。 

• モバイル端末には iVMS-5200 モバイル クライアントがインストールされており、かつビデオ 
アップロードが正しく設定されている必要があります。 ビデオ アップロード設定の詳細につ

いては iVMS-5200 モバイル クライアントのユーザ マニュアルを参照してください。 

モバイル端末からのライブ ビデオの閲覧には 2 つのモードが利用できます。 

ビデオ アップロードのリクエスト: モバイル クライアントに対してライブ ビ
ュー用のビデオのアップロードを能動的にリクエストします。 



ビデオ アップロード リクエストの受信: モバイル クライアントからビデオ ア
ップロードがリクエストできます。 

ビデオ アップロードのリクエスト 

方法:  

1. メイン ビュー ページを開きます。 

2. (オプション) をクリックしてライブ ビューのウィンドウ分割モードを選択できます。 
3. モバイル端末を表示ウィンドウにクリック アンド ドラッグします。  

あるいは、表示ウィンドウを選択した後でモバイル端末名をダブルク

リックしても、ライブ ビューを開始することができます。 

注意: モバイル クライアントがビデオ アップロード リクエストを自動的に許

容するように設定されていない場合、ライブ ビューはモバイル クライアント

がリクエストを許容した場合にのみライブ ビデオを閲覧できます。 

λ 

ビデオ アップロード リクエストの受信 

方法:  

1. 以下のダイアログボックスがポップアップした場合、[OK]をクリックするとモバイル クライ

アントからのビデオ アップロードのリクエストを許可できます。  

 

2. モバイル端末によってアップロードされたライブ ビデオを確認できます。 表示ウィンドウの

下端にマウスを移動すると、キャプチャまたは録画のツールバーが表示されます。 をクリ

ックするとウィンドウが全画面表示されます。  



 

3. GIS マップが利用可能であれば[マップ上で位置特定]をクリックして、モバイル端末の位置を

特定できます。 

 

ライブ ビューのその他の機能 
 

デジタル ズーム、双方向音声およびカメラ ステータスなど、ライブ ビュー

ではその他の機能もサポートされています。 

補助画面プレビュー 

ライブ ビデオは別の補助画面に表示することができ、複数の監視シーンに対

する便利なプレビューに用いることができます。 [ビュー] -> [補助画面プレ

ビュー]をクリックし、補助画面を開きます。 最大 3 つまでの補助画面に対応

しています。 

 

デジタルズーム 

ライブ ビュー ウィンドウを右クリックして[デジタル ズームを開く]を選択し

ます。 マウスの左ボタンを使って、右下または左上の方向に向けて四角のエ

リアをドラッグすると、その四角のエリアに対してズーム イン/アウトします。 

 



双方向音声 

ライブ ビュー ウィンドウを右クリックして[双方向音声を開始]を選択します。 
双方向音声機能はカメラの音声通話を可能にします。 ライブ ビデオを得られ

るだけでなく、カメラからのリアルタイムの音声も取得できます。 この双方

向音声は一度に 1 台のカメラでのみ利用できます。 

 

カメラ状態 

ライブ ビュー ウィンドウを右クリックして[カメラ ステータス]を選択し、ス

テータス検知ページを開きます。 録画ステータス、信号ステータス、接続数

などのカメラのステータスを検出し、チェックのために表示させることがで

きます。 カメラ ステータスのチェック間隔は 3 分です。 

 

警戒コントロール 

ライブ ビュー ウィンドウを右クリックして[警戒コントロール]を選択します。 
警戒ステータス、アラーム名、アラーム種別など、有効化されたイベント検

知(例: 動体検知、ビデオ損失)のステータスが表示されます。 [監視解除/監視

をすべて解除]をクリックしてイベント検知をすべて無効化し、その期間を設

定することができます。 また、[監視開始/監視をすべて開始]をクリックして

イベント検知を有効化することもできます。 





遠隔再生 
 

遠隔再生 
 
目的:  

ローカル デバイスまたはストレージ サーバに保存された録画ファイルはエリ

ア、カメラまたはトリガーしたイベントによって検索でき、リモート再生す

ることができます。 

 
始める前に:  

カメラの録画設定を Web クライアント経由で行っておく必要があります。 詳
細については iVMS-5200 プロフェッショナル Web クライアントのユーザ マニ
ュアルを参照してください。 

コントロール パネルの アイコンをクリックするか、 

または[ビュー] -> [リモート再生]をクリックしてリモート再生ページを開き

ます。 

 



リモート再生ページ 

1 カメラ リスト 

注意: RSM にログインし、それが複数の CMS を含んでいる場合、CMS サイ

トの をクリックすることで CMS を切り替えることができます。 正常に切

り替えが完了すると、他のすべてのページは切り替えられた CMS を利用しま

す。 

2 再生ウィンドウの表示 

3 再生コントロールボタン 

4 タイムライン 

5 カレンダー 

6 検索条件 

 

通常再生 
 
目的:  

通常再生用のビデオ ファイルはエリアまたはカメラによって検索できます。 

通常再生用のビデオ ファイルの検索 

方法:  

1. リモート再生ページを開きます。 
2. カメラ、エリアまたはコントロール センターを表示ウィンドウにクリック アンド ドラッグし

ます。  

あるいは、カメラ、エリア、またはコントロール センターをダブルクリックして再生を開始

することもできます。 

3. 選択したエリアまたはカメラに対して見つかった録画ファイルはインターフェイスの右側に表

示されます。 [フィルタ]テキスト フィールドを通じて結果をフィルタすることができます。 

4. (オプション) カレンダー アイコン をクリックして、カレンダー ダ
イアログ ボックスを有効化します。  

日付を選択し、正確な時間を設定します。 現在時刻をクリックし、現

在の時刻を取得することができます。 



[OK]をクリックすると、設定された日付近辺の 7 日間のビデオ ファイ

ルが検索され、表示されます。 

注意: 

• チェックボックスをチェックすると、ビデオ リスト上の関連するストレージ デバイスに保存

されたビデオ ファイルが表示できます。 また、ビデオ ファイル上にカーソルを置くと、ビデ

オ ファイルの詳細情報を確認することができます。 
• 最大 16 までのカメラが同時に検索できます。 

 

 

ビデオ ファイルの再生 

通常再生用のビデオ ファイルの検索後、以下の 2 つの方法でビデオ ファイル

を再生することができます: 

• ファイル リストによる再生  

検索結果リストから録画ファイルを選択し、録画ファイルのアイコン

をクリックします。 



あるいは、録画ファイルをダブルクリックしても、対応する再生用の

表示ウィンドウ上でビデオが再生されます。 

• ファイルのロック 

• 検索結果リストから録画ファイルを選択し、アイコン をクリックす

ると、録画ファイルがロックされるので、HDD が一杯になっても録画

ファイルが上書きされることはありません。 このとき、録画ファイル

を削除することもできなくなります。 
• タイムラインによる再生  

タイムラインは録画ファイルの再生時間を表しており、ビデオ ファイ

ルの種別ごとに色分けされます。 タイムライン上でカーソルを動かす

ことでその時間のビデオのサムネイルが即確認できます。 タイムライ

ンをクリックすることでビデオ ファイルの特定の時間を再生すること

ができます。 

または をクリックして、タイムライン バーにズーム インまたは

ズーム アウトすることができます。 マウス ホイールを利用してタイ

ムラインに対するズーム インまたはズーム アウトを行うことができま

す。 

タイムライン バーをドラッグすることで、前後の時間帯に移動するこ

とができます。 

 

 



通常再生ツールバー: 

 

通常再生ページでは、以下のツールバー ボタンが利用できます: 

 逆再生 録画ファイルを逆方向に再生します。 

 

再生の一

時停止/再
開 

録画ファイル再生を一時停止/再開しま

す。 

 
再生を停

止 すべてのカメラの再生を停止します。 

 

シングル

フレーム

（逆再

生） 

録画ファイルを 1 フレームずつ、逆方向

に再生します。 

 
シングル

フレーム 
録画ファイルを 1 フレームずつ再生しま

す。 

  

高速再生/
スロー再

生 

再生速度を遅く/速くします。 ローカル設

定モジュールで再生の最高速度をカスタ

マイズできます。 詳細な設定については

以下を参照してください: 一般設定。 

  
ボリュー

ム 
音声のオン/オフの切り替えおよび音量の

調整を行います。 

 
イベント

再生 

動体検知やビデオ損失、ビデオ干渉など

のイベントによってトリガーされた録画

を検索します。 

 POS 再生 POS 情報を含む録画を検索します。 

 VCA 再生 

VCA 検索、侵入検知および境界線横断検

知などの VCA イベントが発生した録画フ

ァイルを検索するよう、VCA ルールが適

用されます。 

 

スクリー

ン レイア

ウト 
スクリーン レイアウトを設定します。 

 全画面 ビデオ再生を全画面モードで表示しま

す。 Esc を押すと終了します。 

 
非同期/同
期再生 

クリックすると、録画ファイルが同期ま

たは非同期モードで再生されます。 

 
ダウンロ

ード 
カメラの録画ファイルをダウンロードし

ます。録画ファイルは PC に保存されま



す。 ファイルごと、日付ごと、またはタ

グごとにダウンロードが可能です。 

 タグ 

ビデオ ファイルにデフォルト タグを付与

し、ビデオ上の重要なポイントをマーク

します。 タグを編集すること、または右

クリックからタグ ポジションに移動する

ことができます。 

 
フィルタ

ー 

任意の録画種別を表示できます。 例: イ
ベント録画のみを選択して表示すること

ができます。 

 日付 録画ファイルを含む日付は でマークさ

れます。 
 

再生の表示ウィンドウを右クリックすることで、再生管理メニューが開きま

す: 

 

右クリックの再生管理メニューでは、以下の項目が利用できます: 

 逆再生 録画ファイルを逆方向に再生します。 

   一時停止/再開 再生を一時停止/再開します。 

 停止 再生が停止します。 



 早送り 録画ファイルをより速い速度で再生します。 
 スロー再生 録画ファイルをより遅い速度で再生します。 

 シングルフレーム 録画ファイルを 1 フレームずつ再生します。 

 
デジタルズームを

開く 
デジタル ズーム機能を有効化します。 再度クリッ

クして、機能を無効にします。 

 タグコントロール 

デフォルト(デフォルト タグ名「重要ビデオ映

像」)またはカスタム タグ(カスタマイズされたタ

グ名)がビデオ ファイルに付加され、ビデオの重

要なポイントがマークされます。 タグを編集す

る、あるいはタグの位置に便利に移動することが

できます。 

 
正確なポジショニ

ング 
録画ファイル再生の正確な時刻ポイントを設定し

ます。 

 キャプチャ 再生プロセスの画像をキャプチャーします。 

 
キャプチャーした

画像を印刷 画像をキャプチャーして印刷します。 

   
切り取りの開始/
停止 

録画ファイルのクリッピングを開始/停止します。 
クリップされたファイルは PC に保存されます。 

 ダウンロード 

カメラの録画ファイルをダウンロードします。録

画ファイルは PC に保存されます。 ファイルご

と、日付ごと、またはタグごとにダウンロードが

可能です。 

  
音声の有効化/無
効化 クリックして再生の音声を有効化/無効化します。 

 魚眼拡大 
フィッシュアイ再生モードに入ります。 詳細な設

定については以下を参照してください: フィッシ

ュアイ再生。 

 全画面 再生を全画面モードで表示します。 Esc キーを押

して抜けることができます。 

タグでの再生 

再生中にタグを付加し、重要なビデオ映像をマーキングできます。 ビデオタ

グを使用して録画ファイルの検索と時間位置の特定ができます。 

方法:  

1. 再生中に再生ツールバー上の をクリックすると、録画ファイルに「重要ビデオ映像」とい

うタグ名のデフォルト タグが追加できます。 または再生ウィンドウを右クリックし、[タグ操

作]をクリックしても、デフォルトまたはカスタム(カスタマイズされた名前の)タグが追加でき

ます。 
2. 再生ウィンドウを右クリックし、[タグ操作] -> [タグの編集]を選択すると、タグ管理ウィンド

ウがポップアップします。 録画ファイルに追加されたすべてのタグがリスト表示されます。  



 

3. をクリックしてタグ名を編集したり、 をクリックしてタグを削除したり、 をクリッ

クしてビデオ映像を再生できます。 タグ ファイルの長さは 1 分で、追加されたタグの 30 秒前

から 30 秒後までです。 

ビデオ ファイルのダウンロード 

カメラからビデオ ファイルをダウンロードし、それらをお使いの PC に保存

することができます。 

方法:  

1. 再生中にクリックしてウィンドウを選択し、 をクリックまたは再生ウィンドウを右クリッ

クして[ダウンロード]を選択すると、録画ファイルダウンロード ウィンドウが起動します。  



 

2. ファイルごと、日付ごと、またはタグごとにダウンロードする録画ファイルを選択できます。  

注意: ダウンロード ファイルを保存するパスは、ローカル設定インタ

ーフェイス上で設定することができます。 詳細については以下を参照

してください: ファイル保存先パス設定 。 

• 日付指定ダウンロード:  
I. 範囲期間を有効にするためのチェックボックスをチェックします。 

II. アイコンをクリックして範囲期間の開始時点と終了時点を指定します。 
III. (オプション) 実際のネットワークの状態に応じてフロー制御を入力すること

もできます。 
IV. [ダウンロード]をクリックすると録画ファイルのダウンロードが開始します。

開始時点から終了時点までの期間に録画されたファイルがダウンロードされ

ます。 
• ファイル指定ダウンロード:  

I. チェックボックスをチェックしてファイルを選択します(複数可)。 
II. (オプション) [録画ファイルを結合]チェックボックスをチェックすると、複

数のファイル(2 つ以上)を 1 つの大きなファイルに結合することができます。  

注意: 結合したビデオ ファイルの最大サイズは 2GB です。 



III. (オプション) 実際のネットワークの状態に応じてフロー制御を入力すること

もできます。 
IV. [ダウンロード]をクリックし、録画ファイルのダウンロードを開始します。 

• タグ指定ダウンロード:  
I. チェックボックスをチェックしてファイルを選択します(複数可)。 

II. (オプション) 実際のネットワークの状態に応じてフロー制御を入力すること

もできます。 
III. [ダウンロード]をクリックすると録画ファイルのダウンロードが開始します。

タグ ファイルの長さは 1 分で、追加されたタグの 30 秒前から 30 秒後までで

す。 

 

イベント再生 
 
目的:  

イベント再生では、動体検知、ビデオ損失または顔検出などのイベントによ

ってトリガーされた録画が検索できます。この機能が動作するには、接続さ

れたデバイスがサポートしている必要があります。 

 

イベント再生用の録画ファイルの検索 

方法:  

1. リモート再生ページを開きます。 

2. カメラを選択し、通常再生を開始します。 以下を参照: 通常再生。 

3. をクリックすると、デフォルトで動体検知によってトリガーされた録画が検索され

ます。 
4. ドロップダウン リストからイベント種別を選択すると、条件に適合した録画ファイルが表示

されます。 [フィルタ]テキスト フィールドを通じて結果をフィルタすることができます。 ま

たは、 をクリックして通常再生に戻ります。 

5. (オプション) カレンダー アイコン をクリックして、カレンダー ダ
イアログ ボックスを有効化します。  

日付を選択し、正確な時間を設定します。 現在時刻をクリックし、現

在の時刻を取得することができます。 

[OK]をクリックすると、設定された日付近辺の 7 日間の録画ファイル

が検索され、表示されます。 

6. 検索結果リストから録画ファイルを選択し、録画ファイル上の アイコンをクリックするか、

録画ファイルをダブルクリックすると、対応する再生表示ウィンドウでビデオが再生されます。 

 



録画ファイルの再生 

イベントによってトリガーされた録画の検索後、以下の 2 つの方法で録画フ

ァイルを再生することができます: 

• ファイル リストによる再生  

検索結果リストから録画ファイルを選択し、ツールバーの アイ

コンをクリックするか、録画ファイル上の アイコンをクリックする

か録画ファイルをダブルクリックすると、対応する再生表示ウィンド

ウでビデオが再生されます。 または か ボタンをクリックして

前のイベントまたは次のイベントに移動できます。 

• タイムラインによる再生  

タイムラインは録画ファイルの時間の長さを示しています。 タイムラ

インをクリックすることでビデオ ファイルの特定の時間を再生するこ

とができます。 

または をクリックして、タイムライン バーにズーム インまたは

ズーム アウトすることができます。 マウス ホイールを利用してタイ

ムラインに対するズーム インまたはズーム アウトを行うことができま

す。 

タイムライン バーをドラッグすることで、前後の時間帯に移動するこ

とができます。 

再生コントロール ツールバー、右クリック メニューおよび録画ファイルのダ

ウンロードの説明については、 通常再生 を参照してください。 イベント再

生ではいくつかのアイコンは利用できません。 

 

POS 再生 
 
目的:  

POS 情報を含む録画を検索します。 

注意: この機能はデバイスによってサポートされており、かつデバイスには

POS テキスト オーバーレイが設定されている必要があります。 詳細について

はデバイスのユーザ マニュアルを参照してください。 

 



POS 再生用の録画ファイルの検索 

方法:  

1. リモート再生ページを開きます。 

2. カメラを選択し、通常再生を開始します。 以下を参照: 通常再生。 

3. をクリックして POS 再生インターフェイスに入ります。 
4. 検索条件を入力します。  

キーワード: POS 情報に含まれているキーワードを入力します。 スペ

ースで区切ってキーワードを 3 つまで入力できます。 

フィルター: 検索用にキーワードを複数入力している場合、「|」を選

択してキーワードのいずれかを含む POS 情報を検索するか、または

「&」を選択してすべてのキーワードを含む POS 情報を検索すること

ができます。 

ケースセンシティブ: チェックボックスをチェックすると、大文字と

小文字を区別して、POS 情報が検索できます。 

5. [検索]をクリックすると、一致したファイルが表示されます。 [フィルタ]テキスト フィールド

を通じて結果をフィルタすることができます。 

6. (オプション) カレンダー アイコン をクリックして、カレンダー ダ
イアログ ボックスを有効化します。  

日付を選択し、正確な時間を設定します。 現在時刻をクリックし、現

在の時刻を取得することができます。 

[OK]をクリックすると、設定された日付近辺の 7 日間の録画ファイル

が検索され、表示されます。 

7. ファイルをダブルクリックして再生します。 または、 をクリックして通常再生に戻ります。 

 

録画ファイルの再生 

録画の検索後、以下の 2 つの方法で録画ファイルを再生することができます: 

• ファイル リストによる再生  

検索結果リストから録画ファイルを選択し、ツールバーの アイ

コンをクリックするか、録画ファイル上の アイコンをクリックする

か録画ファイルをダブルクリックすると、対応する再生表示ウィンド

ウでビデオが再生されます。 

• タイムラインによる再生  



タイムラインは録画ファイルの時間の長さを示しています。 タイムラ

インをクリックすることでビデオ ファイルの特定の時間を再生するこ

とができます。 

または をクリックして、タイムライン バーにズーム インまたは

ズーム アウトすることができます。 マウス ホイールを利用してタイ

ムラインに対するズーム インまたはズーム アウトを行うことができま

す。 

タイムライン バーをドラッグすることで、前後の時間帯に移動するこ

とができます。 

再生コントロール ツールバー、右クリック メニューおよび録画ファイルのダ

ウンロードの説明については、 通常再生 を参照してください。 POS 再生で

はいくつかのアイコンは利用できません。 

 

同期再生 
 
目的:  

同期再生では録画ファイルの再生を同期させることができます。 

注意: 最大 16 台までのカメラからの録画ファイルが同時に再生できます。 

方法:  

1. リモート再生ページを開きます。 

2. 通常再生用の録画ファイルを検索します。(以下を参照してください: 通常再生)。 再生に

は最低でも 2 つのカメラが含まれます。 

3. ツールバーの をクリックして、同期再生を有効化します。 再生中のカメラが同期再生を開

始します。  



 

4. 同期再生を無効化するには アイコンをクリックします。 

再生コントロール ツールバー、右クリック メニューおよび録画ファイルのダ

ウンロードの説明については、 通常再生 を参照してください。 同期再生で

はいくつかのアイコンは利用できません。 

 

VCA 再生 
 
目的:  

検索対象録画ファイルに VCA ルールを適用して、VCA 検索、侵入およびラ

イン横断を含む VCA イベントが発生した録画ファイルを検索することができ

ます。 この機能は関連性の高いビデオを探し出し、赤い色でマーキングしま

す。関連性の高いビデオは等倍速で再生されますが、そうでないビデオは 8
倍速で再生されます。 

• VCA 検索: 事前定義した領域の中で発生した、すべての関連する動体検知イベントを取得しま

す。 
• 侵入検知: 事前定義した領域に人物、車両、その他の移動するオブジェクトが侵入してきてい

るか検知します。 
• ラインクロス検知: 仮想のラインを双方向で横断している人物、車両、その他の移動するオブ

ジェクトを検知します。 

注意: この機能はデバイスがサポートしている必要があります。 



方法:  

1. リモート再生ページを開きます。 

2. カメラを選択し、通常再生を開始します(以下を参照: 通常再生)。 

3. をクリックして VCA再生インターフェイスに入ります。 
4. VCAの種別を選択し、検出領域を指定し、感度を設定します。  

注意: 

• VCA検索では、 をクリックし、そして再生ウィンドウでクリックして移動させ

ることでグリッドの四角形を検出領域として指定します。 または をクリックし

てカメラが撮影するエリア全体を検出領域として指定することができます。 

• 侵入検知では、 をクリックして再生ウィンドウ上でクリックすると、検出領域

の各頂点を指定することができます。 

• ライン横断検知では、 をクリックして再生ウィンドウ上でクリックして領域の

始点を設定し、マウスを動かして再度クリックすると、ラインの終点を設定すること

ができます。 

• 指定した領域を削除する場合、 をクリックしてそれを除去します。 
5. [検索]をクリックすると、指定したエリアで発生した VCAイベントがタイムライン上で赤く

マークされます。  

または、 をクリックして通常再生に戻ります。 

録画ファイルの再生 

録画の検索後、以下の 2 つの方法で録画ファイルを再生することができます: 

• ファイル リストによる再生  

検索結果リストから録画ファイルを選択し、ツールバーの アイ

コンをクリックするか、録画ファイル上の アイコンをクリックする

か録画ファイルをダブルクリックすると、対応する再生表示ウィンド

ウでビデオが再生されます。 

• タイムラインによる再生  

タイムラインは録画ファイルの時間の長さを示しています。 タイムラ

インをクリックすることでビデオ ファイルの特定の時間を再生するこ

とができます。 

または をクリックして、タイムライン バーにズーム インまたは

ズーム アウトすることができます。 マウス ホイールを利用してタイ

ムラインに対するズーム インまたはズーム アウトを行うことができま

す。 



タイムライン バーをドラッグすることで、前後の時間帯に移動するこ

とができます。 

再生コントロール ツールバー、右クリック メニューおよび録画ファイルのダ

ウンロードの説明については、 通常再生 を参照してください。 VCA 再生で

はいくつかのアイコンは利用できません。 

 

フィッシュアイ再生 
 
目的:  

録画ファイルはフィッシュアイ拡張モードで再生することができます。 

方法:  

1. リモート再生ページを開きます。 
2. カメラを選択し、通常再生を開始します。 通常再生および再生コントロールに関する設定の

詳細については、以下を参照してください: 通常再生。 
3. 再生中のビデオを右クリックして[フィッシュアイ拡張]を選択し、フィッシュアイ拡張モード

に入ります。 再生の拡張モードを任意に選択できます。  

注意: デバイスのマウント種別を選択すると関連する拡張モードのリス

トが表示されます。 

• フィッシュアイ: 魚眼ビュー モードではカメラの広角ビュー全体が表示されます。 こ
のビュー モードは、魚の凸面状の目の視界に似ているため「フィッシュアイ」と呼

ばれています。 このレンズは広いエリアの曲面的な画像を生成します。画像の中の

物体に対するパースペクティブやアングルは湾曲します。 
• デュアル-180°パノラマ / 360°パノラマ: パノラマ ビュー モードでは、湾曲したフィッ

シュアイ画像がいくつかのキャリブレーション手法によって通常のパースペクティブ

を持った画像に変換します。 
• PTZ: PTZ ビューはフィッシュアイ ビューまたはパノラマ ビュー上の一部の定義され

たエリアに対するクローズ アップ ビューで、電子的な PTZ 機能をサポートしていま

す。これは e-PTZ とも呼ばれます。  

注意: 各 PTZ ビューにはフィッシュアイ ビューおよびパノラマ 
ビュー上で、特定のナビゲーション ボックスによってマークさ

れます。 ナビゲーション ボックスをフィッシュアイ ビューま

たはパノラマ ビュー上でドラッグして PTZ ビューを調整するか、

または PTZ ビューをドラッグしてビューを希望の角度に調整し

てください。 



 

 

再生中のウィンドウを右クリックすると、全画面モードに切り替えられます。 

キーボードの ESC キーを押すか、ウィンドウを右クリックして[全画面モード

の終了]を選択すると、全画面モードが終了します。 

フィッシュアイ再生ページでは、以下のツールバー ボタンが利用できます: 

 逆再生 ビデオ ファイルを逆方向に再生しま

す。 

   一時停止/再開 再生を一時停止/再開します。 

 

シングルフレ

ーム（逆再

生） 

ビデオ ファイルを 1 フレームずつ、逆

方向に再生します。 

 
シングルフレ

ーム 
ビデオ ファイルを 1 フレームずつ再生

します。 

   
スロー/高速再

生 再生速度を遅く/速くします。 

   ボリューム 音声のオン/オフの切り替えおよび音量

の調整を行います。 

 全画面 ビデオ再生を全画面モードで表示しま

す。 ESC を押すと終了します。 
 





E マップ管理 
 

E マップ管理 
 
目的:  

E マップ機能は設置されたカメラ、アラーム入力デバイスおよびアラーム出

力デバイスの位置や分布についての視覚的な全体像を提供します。 地図上で

カメラのライブ ビューを確認することができ、アラームがトリガーされた場

合には地図から通知メッセージが受け取れます。 

コントロール パネルの アイコンをクリックするか、 

または[ビュー] -> [E マップ]をクリックして E マップ ページを開きます。 

 

 

E マップ ページ 

1 E マップ リスト 

2 マップ表示エリア 

3 E マップ ツールバー 

 



E マップの追加 
 

目的: 

ホット スポットとホット リージョン用の親マップとして、E マップを追加す

る必要があります。 

注意: 追加した E マップは iVMS-5200 プロに保存することができ、対応する

許可を持つ他のユーザがその E マップにアクセスできます。 

方法: 

1. E マップ ページを開きます。 
2. [マップ編集]をクリックし、マップ編集モードを有効化します。 

3. [E マップ]アイコンを選択し、 をクリックしてマップ追加ダイアログボックスを開きます。 
4. 追加したマップの内容がわかるような任意の名前を入力します。 

5. アイコンをクリックして、ローカル パス上の画像ファイルを選択します。 マップのプレビ

ューを確認できます。 
6. [OK]をクリックして設定を保存します。 

注意: マップの画像フォーマットは*.png、*.jpg または*.bmp のみが利用可能

です。 

 



作成したマップには 5 レベルまでのサブマップを追加することもできます。 
ナビゲーション バー上のマップ名をクリックすることで対応するマップに即

座に切り替えることができます。 

追加されたマップはマップ表示エリアに表示されます。 マウス ホイールを使

ってマップにズーム インまたはズーム アウトできます。 右下の隅の黄色の

ウィンドウをクリック アンド ドラッグするか、方向ボタンとズーム バーを

利用してマップ エリアの表示を調整できます。 マップ上の複数の要素を選択

するには をクリックし( に変わります)、そしてマップ エリア上でクリッ

ク アンド ドラッグすることで要素を選択できます。 

プロパティ パネルで名前とマップの画像ファイルを任意に編集することもで

きます。 

 

 

E マップ ツールバーの[マップ編集]ボタンをクリックするか、[マップ プレビ

ュー]をクリックしてマップ編集モードもしくはマップ プレビュー モードに

入ります。 

マップ編集モードでの E マップ ツールバー: 

 

マップ プレビュー モードでの E マップ ツールバー: 

 

以下の表に E マップ ページのボタンを示します: 

 マップの追加 新規のマップを追加します。 
 マップの編集 マップの名前とファイル パスを含む、マップ情報を



編集します。 
 マップの削除 現在のマップを削除します。 

 
カメラホットス

ポットを追加 
カメラをマップのホット スポットとして追加しま

す。 

 

アラーム入力ホ

ットスポットを

追加 

アラーム入力センサーをマップのホット スポットと

して追加します。 

 

アラーム出力ホ

ットスポットを

追加 

アラーム出力デバイスをマップのホット スポットと

して追加します。 

 
ホットリージョ

ンを追加 
既に存在するマップをマップのホット リージョンと

して追加します。 

 ラベルを追加 マップ、ホット スポットまたはホット リージョンの

ラベルを説明付きで追加します。 

 削除 選択したホット スポットまたはリージョンを削除し

ます。 

 
アラーム情報の

クリア マップに表示されたアラーム情報をクリアします。 

 更新 すべての E マップ情報を更新します。 

 プリセット すべてのマップの追加されたプリセットを表示しま

す。 

 
プリセットとし

て保存 現在のシーンをプリセットとして保存します。 

 前 
クライアントはマップの録画の切り替えを記憶して

おくことができます。 クリックして前の録画に移動

します。 

 次 
クライアントはマップの録画の切り替えを記憶して

おくことができます。 クリックして次の録画に移動

します。 

 
キャプチャー&
編集 

対象要素(例: カメラ、アラーム入力)を含む現在のシ

ーンをキャプチャし、キャプチャした画像を編集

し、ローカル PC に保存します。 

ホット スポット機能 
 

ホット スポット機能 

 
目的:  

カメラ、アラーム入力およびアラーム出力はマップ上に追加でき、ホット ス
ポットと呼ばれます。 ホット スポットはカメラ、アラーム入力およびアラー



ム出力の位置を示します。またホット スポットを通じて、監視シナリオのア

ラーム情報を取得できます。 

 

ホット スポットの追加 

 

カメラをホット スポットとして追加する 

方法:  

1. E マップ ツールバーの[マップ編集]ボタンをクリックしてマップ編集モードに入ります。 

2. マップを選択し、ツールバーのアイコン をクリックして、ホット スポット追加ダイ

アログボックスを開きます。 
3. チェックボックスをチェックし、追加するカメラ(複数可)を選択します。 [リンク済みカメラ]

フィールドにキーワードを入力することでカメラを検索することもできます。 
4. オプションとして、ホット スポット名を編集したり、ホット スポット アイコンを選択し、名

前の表示色を選び、ホット スポットの説明を追加することもできます。 [アイコン管理]をク

リックしてローカル画像ファイルをアップロードしてカスタマイズ アイコンとして設定する

こともできます。  

注意: アイコン画像のフォーマットは*.png、*.jpg または*.bmp のみで、

画像のサイズは 32*32 ピクセルでなければなりません。 

5. ビジュアル エリア指定では、カメラの範囲、方向および角度を含むカメラのビジュアル エリ

アを編集します。 表示されているセクターをクリック アンド ドラッグして範囲や方向を調整

することもできます。  



 

6. [OK]をクリックして設定を保存します。 マップ上にカメラ アイコンがホット スポットとして

追加されます。 カメラ アイコンをクリック アンド ドラッグしてホット スポットを任意の場

所に移動することができます。 クリックしてホット スポットを選択すると、プロパティ パネ

ル上で設定の確認や変更ができます。  



 

 

アラーム入力をホット スポットとして追加する 

方法:  

1. E マップ ツールバーの[マップ編集]ボタンをクリックしてマップ編集モードに入ります。 

2. マップを選択し、ツールバーのアイコン をクリックして、ホット スポット追加ダイ

アログボックスを開きます。 
3. チェックボックスをチェックし、追加するアラーム入力(複数可)を選択します。 [リンク済み

アラーム入力]フィールドにキーワードを入力することでアラーム入力を検索することもでき

ます。 
4. オプションとして、ホット スポット名を編集したり、ホット スポット アイコンを選択し、名

前の表示色を選び、ホット スポットの説明を追加することもできます。 [アイコン管理]をク

リックしてローカル画像ファイルをアップロードしてカスタマイズ アイコンとして設定する

こともできます。  



注意: アイコン画像のフォーマットは*.png、*.jpg または*.bmp のみで、

画像のサイズは 32*32 ピクセルでなければなりません。 

5. [OK]をクリックして設定を保存します。 マップ上にアラーム入力アイコンがホット スポット

として追加されます。 アラーム入力アイコンをクリック アンド ドラッグしてホット スポット

を任意の場所に移動することができます。 クリックしてホット スポットを選択すると、プロ

パティ パネル上で設定の確認や変更ができます。  

 

 

アラーム出力をホット スポットとして追加する 

方法:  

1. E マップ ツールバーの[マップ編集]ボタンをクリックしてマップ編集モードに入ります。 

2. マップを選択し、ツールバーのアイコン をクリックして、ホット スポット追加ダイ

アログボックスを開きます。 
3. チェックボックスをチェックし、追加するアラーム出力(複数可)を選択します。 [リンク済み

アラーム出力]フィールドにキーワードを入力することでアラーム出力を検索することもでき

ます。 
4. オプションとして、ホット スポット名を編集したり、ホット スポット アイコンを選択し、名

前の表示色を選び、ホット スポットの説明を追加することもできます。 [アイコン管理]をク

リックしてローカル画像ファイルをアップロードしてカスタマイズ アイコンとして設定する

こともできます。  

注意: アイコン画像のフォーマットは*.png、*.jpg または*.bmp のみで、

画像のサイズは 32*32 ピクセルでなければなりません。 



5. [OK]をクリックして設定を保存します。 マップ上にアラーム出力アイコンがホット スポット

として追加されます。 アラーム入力アイコンをクリック アンド ドラッグしてホット スポット

を任意の場所に移動することができます。 クリックしてホット スポットを選択すると、プロ

パティ パネル上で設定の確認や変更ができます。  

 

 

ホット スポットの編集 

 
目的:  

名前、色、アイコンなどの、マップに追加したホット スポットの情報を編集

することができます。 

方法:  

1. E マップ ツールバーの[マップ編集]ボタンをクリックしてマップ編集モードに入ります。 
2. マップ上のホット スポット アイコンをクリックすると、プロパティ パネル上にホットスポッ

トの設定が表示されます。 
3. テキストフィールドでホット スポット名を編集できます。また、色、アイコン、リンク済み

カメラ、アラーム入力またはアラーム出力を選択したり、ホット スポットの説明を追加でき

ます。  

注意: カメラのホット スポットについてはそのカメラのビジュアル エ
リアを編集できます。 

4. [保存] をクリックし、新しい設定を保存します。  



ホット スポットを削除するにはホット スポットを右クリックして[削
除]をクリックするか、またはホット スポットを選択し、ツールバーの

をクリックします。 

 

 

ホット スポットのプレビュー 

 
方法:  

1. E マップ ツールバーの[マップ プレビュー]ボタンをクリックしてマップ プレビュー モードに

入ります。 
2. マウスをホット スポットに動かすとウィンドウがポップアップし、ホット スポットに関連す

る機能が表示されます。  
• カメラ ホット スポットの場合: カメラのライブ ビューの確認、その説明の表示、警

戒コントロールの設定、アラーム履歴のログ情報の表示および保存が選択できます。 
• アラーム入力ホットスポットの場合: 説明の表示、警戒コントロールの設定、アラー

ム履歴のログ情報の表示および保存が選択できます。 
• アラーム出力ホットスポットの場合: リンク済みアラーム出力のオン、オフ切り替え

ができます。 



または、ホット スポットを右クリックすると、以下の機能が右クリッ

ク メニューから利用できます: 

• カメラ ホット スポットの場合: カメラのライブ ビューの確認、警戒コントロールの

設定、アラーム履歴のログ情報の表示および保存、カメラのアラーム情報すべての消

去が選択できます。 
• アラーム入力ホットスポットの場合: 警戒コントロールの設定、アラーム履歴のログ

情報の表示および保存、アラーム入力のアラーム情報すべての消去が選択できます。 
• アラーム出力ホットスポットの場合: リンク済みアラーム出力のオン、オフ切り替え

ができます。 
3. トリガーされたアラームがある場合、ホット スポット アイコンの色は赤に変わり(例: 

)、点滅します。マップ アイコンの表示は のようになり、カメラ アイコンの表示

は のようになります。 マウスをその上に移動するとアラーム情報のチェックができます。  

 

 

カメラ ホット スポットの場合、以下の手順を実行することでそのライブ ビ
ューが確認できます。 

1. E マップ ツールバーの[マップ編集]ボタンをクリックしてマップ編集モードに入ります。 
2. マップ上のホット スポット アイコンをクリックして選択すると、右側のパネル上にライブ ビ

ュー パネルが表示されます。 

3. をクリックしてライブ ビュー パネルを展開すると、リンク済みカメラのライブ ビデオが閲

覧できます。 

 

警戒コントロール 

目的:  

警戒コントロールではホット スポットの警戒開始および解除をコントロール

できます。 



方法:  

1. ポップアップ ウィンドウ上、またはホット スポットの右クリック メニューから をクリッ

ク、あるいは[警戒コントロール]を選択することで、警戒コントロール ウィンドウを起動する

ことができます。 
2. 警戒ステータス、アラーム名、アラーム種別など、有効化されたイベント検知(例: 動体検知、

ビデオ損失)のステータスが表示されます。 [監視解除/監視をすべて解除]をクリックしてイベ

ント検知をすべて無効化し、その期間を設定することができます。 また、[監視開始/監視をす

べて開始]をクリックしてイベント検知を有効化することもできます。  

例: 監視解除の期間を 1 時間に設定した場合、イベント検知は 1 時間後

に再度有効化されます。 

 

 

履歴アラーム 

目的:  

アラームに関連するログ ファイルを確認し、必要に応じてお使いの PC に保

存することができます。 

方法:  

1. ポップアップ ウィンドウ上、またはホット スポットの右クリック メニューから をクリッ

ク、あるいは[アラーム履歴]を選択することで、アラーム履歴ウィンドウを起動することがで

きます。 



2. 検索するアラーム種別を選択し、始点時刻と終点時刻を[始点]および[終点]フィールドに設定

して[検索]をクリックするとアラームのログ ファイルの検索が開始します。 
3. 検索結果はリスト パネルに表示され、詳細情報が確認できます。 
4. オプションとして、ログ ファイルを選択し(複数可)、[ログのバックアップ]をクリックするこ

とでお使いの PCにログを保存できます。 

 

ホット リージョン機能 
 

ホット リージョン機能 

 
目的:  

ホット リージョン機能はマップを別のマップにリンクさせます。 マップを別

のマップにホット リージョンとして追加する場合、追加されるマップへのリ

ンクのアイコンがメイン マップの上に表示されます。 追加されたマップは子

マップと呼ばれ、ホット リージョンを追加した先のマップは親マップとなり

ます。 

注意: マップは一度だけ、ホット リージョンとして追加できます。 

 



ホット リージョンの追加 

 
始める前に:  

少なくとも 2 つのマップを追加しておく必要があります。 マップ追加の設定

の詳細については、 E マップの追加 を参照してください。 

方法:  

1. E マップ ツールバーの[マップ編集]ボタンをクリックしてマップ編集モードに入ります。 
2. 追加されたマップを親マップとして選択します。 

3. ツールバーの アイコンをクリックして、ホット リージョン追加ダイアログ ボックス

を開きます。 
4. チェック ボックスをチェックし、リンクする子マップを選択します(複数可)。 
5. オプションとして、ホット リージョン名を編集したり、ホット リージョン アイコンを選択し

たり、ホット リージョン名の表示色を選んだり、ホット リージョンの説明を追加することも

できます。 [アイコン管理]をクリックしてローカル画像ファイルをアップロードしてカスタマ

イズ アイコンとして設定することもできます。  

注意: アイコン画像のフォーマットは*.png、*.jpg または*.bmp のみで、

画像のサイズは 32*32 ピクセルでなければなりません。 

6. [OK]をクリックして設定を保存します。 親マップに、子マップ アイコンがホット リージョン

として追加されます。 子マップ アイコンをクリック アンド ドラッグしてホット リージョン

を任意の場所に移動することができます。 

 



 

ホット リージョンの編集 

 
目的:  

名前、色、アイコンなどの、親マップ上のホット リージョンの情報を編集す

ることができます。 

方法:  

1. E マップ ツールバーの[マップ編集]ボタンをクリックしてマップ編集モードに入ります。 
2. 親マップ上のホット リージョン アイコンをクリックすると、プロパティ パネル上にホット リ

ージョンの設定が表示されます。 
3. テキスト フィールドでホット リージョンの名前を編集したり、色やアイコン、リンクされた

子マップを選択したり、ホット リージョンの説明を編集できます。 
4. [保存] をクリックし、新しい設定を保存します。  

ホット リージョンを削除するにはホット リージョンを右クリックして

[削除]をクリックするか、またはホット リージョンを選択し、ツール

バーの をクリックします。 

 

 

ホット リージョンのプレビュー 

 
方法:  

1. E マップ ツールバーの[マップ プレビュー]ボタンをクリックしてマップ プレビュー モードに

入ります。 



2. マウスをホット リージョンに動かすとウィンドウがポップアップし、関連する機能が表示さ

れます。  

その説明を確認したり、リンクされた子マップに移動できます。 

またはホット リージョンを右クリックし、リンクされた子マップへの

移動や、ホット リージョンのすべてのアラーム情報の消去を選択する

こともできます。 

3. ホット スポットもホット リージョンに追加することができます。 

4. ツールバーの アイコンをクリックして、親マップに戻ることができます。 

 

 

プリセット機能 
 
目的:  

E マップのプリセットはマップ上で頻繁に利用されるポイントをプリセット

として設定し、そのポイントのプレビューをより簡便に生成できるようにす

る機能を提供します。 

方法:  

1. E マップ ツールバーの[マップ プレビュー]ボタンをクリックしてマップ プレビュー モードに

入ります。 
2. マップを選択し、プリセットとして設定したい任意のポイントに調整します。 調整には以下

の方法が利用できます: マップまたは右下隅の黄色いウィンドウのクリック アンド ドラッグ、

または方向ボタンのクリックによる位置の調整; マウス ホイールまたはズーム バーを利用した

ズーム インおよびズームアウト。 



3. ツールバーの をクリックして現在のポイントをプリセットとして保存します。名前

をカスタマイズすることもできます。  

注意: 最大 10 のプリセットを設定できます。 

4. 登録されたプリセットを表示するには、ツールバーの をクリックし、プレビューを

表示するプリセットを選択します。 プリセット上にマウスを移動した際に表示される をク

リックするとプリセットを削除できます。 

 





 

ビジネスインテリジェンス 
 
目的:  

ビジネス インテリジェンス(以降 BIと略します)機能によって、たとえばレジ

のパフォーマンスを知るために各レジのトランザクション量の合計数を表示

する等、生のデータをビジネス解析に役立つ情報に変換することができます。 

始める前に:  

POS 端末を含むエリアを iVMS-5200 プロに登録しておく必要があります。 

注意: エリア管理の詳細については iVMS-5200 プロフェッショナル ウェブ ク
ライアントのユーザ マニュアルを参照してください。 

コントロール パネルの アイコンをクリックするか、 

または[ビュー] -> [ビジネス インテリジェンス]をクリックしてビジネス イン

テリジェンス ページを開きます。 

 

レポートの追加 

方法:  

1. BI ページを開きます。 

2. をクリックするとレポート追加ウィンドウがポップアップします。 異なる種類のレポー

トを選択して追加することができます。 以下のレポートが利用可能です:  



• 取引レポート: 期間中の各レジのトランザクション量の合計を表示し、レジのパ

フォーマンスを判断します。 
• 販売量: 選択した商品の販売数を算出して、マネージャーの営業判断を補助します。 

• トップセールス: マネージャーは売れ行きが最もよいものと最もよくないものを

把握して、商品在庫の再配置ができます。 
• トラフィック分布: 期間中の各店舗の合計トラフィック量のレポートを提供し

て、トラフィックが最低の店舗を知り、改善のための行動を取ります。 
• トラフィックトレンド: これまでのトラフィックデータに沿って今後のトラフ

ィックフローを予測します。 
• 顧客の性別分析: どの性別グループに製品の人気があるのか明確な視点を示しま

す。 
• 転換率: コンバージョン率を算出して、商品が市場ニーズに合致しているか判断し

ます。 
• ヒートマップ: 指定のカメラから混雑時間を知り、マネージャーがより優れたカ

スタマー体験を提供するための情報を得る補助になります。 
• インタレストエリア解析: 最も興味深いエリアやカスタマーがほとんどひい

きにしていないエリアを示します。 

 

3. 追加するレポート種別を選択し、関連するパラメータを設定してレポートを生成します。  
• 取引レポート: レポートにカスタマイズした名前を設定し、チェックボックスを

チェックしてエリアを選択することで、そのエリアにあるデバイスのレポートを生成

します。 選択したエリアは POS 端末を含んでいなければなりません。 
• 販売量: レポートにカスタマイズした名前を設定し、商品のバーコードを入力(最大

５商品まで)することで、その販売量を計算できます。 
• トップセールス: レポートにカスタマイズした名前を設定し、チェックボックス

をチェックしてエリアを選択すると、そのエリアにあるデバイスで最も売れ行きのよ

い商品が表示されます。 選択したエリアは POS 端末を含んでいなければなりません。 
• トラフィック分布: レポートにカスタマイズした名前を設定し、チェックボッ

クスをチェックしてエリアを選択すると、そのエリアのトラフィック量が表示されま

す。 選択したエリアは人数カウントができるネットワーク カメラを含んでいなけれ

ばなりません。 



• トラフィックトレンド: レポートにカスタマイズした名前を設定し、チェック

ボックスをチェックしてエリアを選択すると、そのエリアのトランザクション デー

タ履歴が表示されます。 選択したエリアは人数カウントができるネットワーク カメ

ラを含んでいなければなりません。 
• 顧客の性別分析: レポートにカスタマイズした名前を設定し、チェックボックス

をチェックしてエリアを選択すると、その製品がどちらの性別グループで人気が高い

かが確認できます。 選択したエリアは顔認識ができるネットワーク カメラを含み、

そのカメラは人数カウント機能をサポートしている必要があります。 
• 転換率: レポートにカスタマイズした名前を設定し、チェックボックスをチェック

してエリアを選択することで、そのエリアにあるデバイスの転換率を計算することが

できます。 選択したエリアは POS 端末と人数カウントができるネットワーク カメラ

を含んでいなければなりません。 
• ヒートマップ: レポートにカスタマイズした名前を設定し、チェックボックスを

チェックしてカメラを選択すると、あなたの店舗の最繁時が表示されます。 選択し

たカメラはヒート マップ対応ネットワーク カメラでなければなりません。 
• インタレストエリア解析:  

I. レポートにカスタマイズした名前を設定し、[アップロード]をクリック

してアイコン をクリックしてローカル パスからマップ ファイルを選択

します。 
II. [インタレスト エリアの追加]をクリックし、マップ上のポイント

をクリックしてインタレスト エリアを追加します。 
III. ポップアップ ウィンドウ上でカメラを選択し、[OK]をクリックします。 

追加したインタレスト エリアを選択し、[インタレスト エリアの削

除]をクリックしてそれを削除することもできます。 選択したカメラはヒー

ト マップ対応ネットワーク カメラでなければなりません。 

注意: 選択したエリアが子エリアを含む場合、親エリアと子エリアの両

方のレポートが生成されます。 

4. [追加]をクリックしてレポートの追加を確定します。 オプションとして、必要に応じ、ステ

ップ３を実行して他のレポートを追加することもできます。 
5. をクリックし、BIページに戻ります。 

レポートの管理 

追加したレポートに対し、時間帯を指定してレポート データを生成すること

ができます。 関連するエリア(複数可)またはカメラ(複数可)のレポートの編集、

レポートのエクスポート、レポートの E メールでの送信、レポートの印刷な

ども可能です。 

方法:  

1. レポート種別をクリックして編集しなければならないレポートを見つけます。  



 

2. アイコンをクリックしてレポート範囲の開始時刻と終了時刻を指定します。 先週、先月

などのデータを選択して表示することもできます。 

3. をクリックし、レポートに関連するエリア、カメラ、商品、マップ ファイルなどを編集

できます。 

4. をクリックしてレポートを削除します。 

5. をクリックしてお使いの PCにレポートをエクスポートします。 

6. をクリックしてネットワーク経由で接続されたプリンターからレポートを印刷します。 

7. をクリックしてレポートを E メールで送信します。 



POS ライブビュー 
 

POS ライブビュー 
 

目的: 

POS 端末にリンクされたカメラについて、ライブ ビデオと POS のトランザク

ション情報を表示できます。 指定したカメラの POS 情報とともにライブ ビ
ューを表示している時、他のカメラの通常のライブ ビューを表示することも

可能です。 画像のキャプチャやマニュアル録画、インスタント再生等、その

他の基本的な操作も一部サポートされています。 

コントロール パネルの アイコンをクリックするか、 

または[ビュー] -> [POS ライブ ビュー]をクリックして POS ライブ ビュー ペ
ージを開きます。 

 

POS ライブ ビュー ページ 

1 ビュー リスト: カスタマイズしたビューを表示したり、新しいビューの作成

ができます。 

2 リソース リスト: 追加されたデバイスを表示します。 



3 トランザクション イベント パネル: クライアントで受信したトランザクシ

ョン イベントを表示します。 

4 ライブ ビューの表示ウィンドウ: カメラのライブ ビデオを再生するウィン

ドウです。 

5 ライブ ビュー ツールバー: 表示されたボタンはライブ ビューの操作に使い

ます。 

カメラ ステータス: 

 カメラはオンラインで、正常に動作しています。  
 カメラはライブ ビューを表示しています。  
 カメラは録画状態です。  
 カメラがオフラインです。  

注意: カメラがイベント(例: 動体検知)を検知した場合、カメラ アイコンは

のように表示され、グループ アイコンは のように表示されます。 

 

ライブ ビュー ツールバー: 

 

メイン ビュー ページでは、以下のボタンが利用できます: 

 ビューを保存  現在のビューの新しい設定を保存します。  

 
ビューに名前を

付けて保存  
現在のビューを別の新しいビューとして保存しま

す。  

 
ライブビューを

停止  すべてのカメラのライブ ビューを停止します。  

 
ミュート/音声

オン  ライブ ビューの音声のオン/オフを切り替えます。  

 
スクリーン レ
イアウト  スクリーン レイアウトを設定します。  

 全画面  ライブ ビューを全画面モードで表示します。 ESC
キーを押して抜けることができます。  

 

ライブ ビューの表示ウィンドウを右クリックすることで、ライブ ビュー管理

メニューが開きます: 

注意: ライブ ビューを開始するには POS ライブ ビューの開始と停止を参

照してください。 



 

右クリックのライブ ビュー管理メニューでは、以下の項目が利用できます: 

 
ライブビューを停

止  表示ウィンドウのライブ ビューを停止します。 

 キャプチャ  ライブ ビュー プロセスの中の画像をキャプチ

ャーします。 

 
キャプチャーした

画像を印刷  
現在の画像をキャプチャーし、その画像をプリ

ントします。 

  録画の開始/停止  手動録画を開始/停止します。 録画ファイルは

PC に保存されます。 

 
デジタルズームを

開く  
デジタル ズーム機能を有効化します。 再度ク

リックして、機能を無効にします。 

 
POS トランザクシ

ョンを非表示  

接続された POS 端末のトランザクション情報を

非表示にします。 再度クリックすることでライ

ブ ビュー上に情報が表示されます。 

 
即時再生に切り替

え  
インスタント再生モードに切り替えます。 希望

の再生時間が選択できます。 

 
音声の有効化/無効

化  
クリックしてライブ ビューの音声を有効化/無
効化します。 

 カメラ状態  
録画ステータス、信号ステータス、接続数など

を含む、ライブ ビュー中のカメラのステータス

を表示します。 

 警戒コントロール  ライブ ビュー中のカメラの警戒コントロール 
ウィンドウを開きます。 

 全画面  ライブ ビューを全画面モードで表示します。 
再度クリックして終了します。 



トランザクションイベント 

トランザクション イベント パネルでは、クライアントで受信したトランザク

ション イベントが表示できます。 をクリックしてイベントにリンクされた

ビデオ ファイルにフラグを付加することでそのビデオにマーキングできます。 
をクリックして対応するイベントを削除したり、 をクリックしてすべて

のイベントをクリアすることもできます。 

イベントをダブルクリックすると詳細なトランザクション情報とイベントに

リンクされたビデオ ファイル(存在する場合)がポップアップします。 ビデオ

再生に関する設定の詳細については、以下を参照してください: POS 検索。 

 

 

POS ライブ ビューの開始と停止を参照してくださ

い 
 

ライブビューの開始 

方法:  

1. POS ライブ ビュー ページを開きます。 

2. オプションとして、 をクリックしてライブ ビューのウィンドウ分割モードを選択できま

す。 
3. カメラまたは POS 端末を表示ウィンドウにクリック アンド ドラッグします。  

あるいは、ライブ ビューを開始する表示ウィンドウを選択した後でカ

メラ名または POS 端末名をダブルクリックしてください。 

注意: 

• 必要に応じてライブ ビューのカメラのビデオまたは POS 端末をクリック アンド ドラッグして

別の表示ウィンドウに移動させることもできます。 



• POS(ポイント オブ セールス)テキスト オーバーレイをサポートしているデバイスでは、POS
設定が適切にセットされている場合、ライブ ビデオ上に POS テキストが表示されます。 POS
設定は Web クライアント([リソース管理] -> [物理ビュー] -> [リモート設定])経由で設定できま

す。 設定の詳細についてはデバイスのユーザ マニュアルを参照してください。 

λ 

カスタム ビュー モードでのライブ ビューの開始 

目的:  

ビュー モードはライブ ビューのためにカスタマイズできます。 パブリック 
ビューまたはプライベート ビューを選択して作成することができます。 

• パブリックビュー: カスタマイズしたパブリック ビューを iVMS-5200 
プロに保存すると、他のユーザがそのビューと関連するライブ ビデオ

にアクセスできます。 
• プライベートビュー: カスタマイズしたプライベート ビューを iVMS-

5200 プロに保存すると、対応する許可を持つ他のユーザがそのビュー

と関連するライブ ビデオにアクセスできます。 

方法:  

1. POS ライブ ビュー ページを開きます。 

2. ビュー パネル上で  アイコンをクリックするとビュー追加のダイアログボックスが起動さ

れます。 
3. ビュー名を入力し、必要に応じてビュー種別を選択してください。 
4. [追加]をクリックします。 新しいビューはデフォルトで 4 画面モードです。 

5. オプションとして、ライブ ビュー ツールバーの アイコンをクリックして新しいビュー

のウィンドウ分割モードを選択し、 をクリックしてその新規ビューのウィンドウ分割モー

ドを保存できます。 
6. カメラまたは POS 端末を表示ウィンドウにクリック アンド ドラッグします。  

あるいは、ライブ ビューを開始する表示ウィンドウを選択した後でカ

メラ名または POS 端末名をダブルクリックしてください。 

7. アイコンをクリックして新しいビューを保存します。 オプションとして、 をクリック

し、現在のビューを別のビューとして保存することができます。 

ビューの設定が正常に完了したら、クリックしてビューを呼び出すことがで

きます。 

マウスをカスタム ビュー上に移動すると以下のアイコンが利用可能に鳴りま

す: 

 ビュー名を編集 カスタム ビューの名前を編集します。 

 ビューを削除 カスタム ビューを削除します。 

 インスタント再ビューに関連付けられたカメラのインスタント再



生 生を開始します。 インスタント再生では、同時に

16 台までのカメラを切り替えできます。 
 

ライブ ビューの停止 

方法:  

1. 表示ウィンドウを選択します。 

2. マウス ポインタを表示ウィンドウ上に置いた時に右上に表示される アイコンをクリックす

るか、 右クリック メニューの[ライブ ビューの停止]をクリックすることで表示ウィンドウの

ライブ ビューを停止することができます。 またはライブ ビュー ツールバーの ボタンをク

リックしてすべてのライブ ビューを停止できます。  



 

POS 検索 
 
目的:  

接続された POS 端末の POS 情報と関連する録画ファイルを検索することがで

きます。 

コントロール パネルの アイコンをクリックし、POS 検索ページを開きま

す。 

または[ビュー] -> [POS 検索]をクリックして POS 検索ページを開きます。 

 

 

トランザクション番号での検索 

方法:  

1. POS 検索ページを開きます。 
2. [トランザクション番号]をクリックし、キーワードを[検索]フィールドに入力(オプション)しま

す。 
3. [検索]をクリックすると、一致したデータがリスト表示されます。 
4. (オプション)[時間]フィールドで結果を時間でフィルタリングすることができます。 [カスタ

ム]をクリックすると、アイコン をクリックして開始時刻と終了時刻を必要に応じて指定す

ることができます。 



5. 検索された項目をクリックするとトランザクション情報の詳細がポップアップします。 か

をクリックして前や次のトランザクション情報に移動できます。

 
6. 関連する録画ファイルをチェックする場合、[再生]をクリックして録画ファイルの再生を開始

します。 再生中、チェックボックスにより、対応する商品がトランザクション データ エリア

上でマーキングされます。  

または をクリックして、タイムライン バーにズーム インまたはズ

ーム アウトすることができます。 マウス ホイールを利用してタイム

ラインに対するズーム インまたはズーム アウトを行うことができます。 
タイムライン バーをドラッグすることで、前後の時間帯に移動するこ

とができます。 

再生中、以下のアイコンが利用できます:  



 逆再生 録画ファイルを逆方向に再生します。 

 
再生を停

止 すべてのカメラの再生を停止します。 

 

再生の一

時停止/再
開 

録画ファイル再生を一時停止/再開しま

す。 

 

シングル

フレーム

（逆再

生） 

録画ファイルを 1 フレームずつ、逆方

向に再生します。 

 
シングル

フレーム 
録画ファイルを 1 フレームずつ再生し

ます。 

  

高速再生/
スロー再

生 
再生速度を遅く/速くします。 

 
フラグ追

加 

クリックしてファイルにフラグを追加

し、対象のビデオをマーキングしま

す。 フラグを編集したり、録画ファイ

ルをフラグで検索したりすることもで

きます。 

 前 一つ前のトランザクション データと関

連するビデオに移動します。 

 次 一つ後のトランザクション データと関

連するビデオに移動します。 

 
エクスポ

ート 

クリックするとトランザクション情報

と録画ファイルをお使いの PC にエク

スポートします。 

 E メール 
現在のトランザクション情報と再生を

キャプチャし、E メールで送信しま

す。 

再生の表示ウィンドウを右クリックすることで、再生管理メニューが

開きます: 



 

右クリックのメニューでは、以下の項目が利用できます: 

 逆再生 録画ファイルを逆方向に再生します。 

   一時停止/再開 再生を一時停止/再開します。 

 停止 再生が停止します。 
 早送り 録画ファイルをより速い速度で再生します。 
 スロー再生 録画ファイルをより遅い速度で再生します。 

 
シングルフレー

ム 録画ファイルを 1 フレームずつ再生します。 

 
デジタルズーム

を開く 
デジタル ズーム機能を有効化します。 再度

クリックして、機能を無効にします。 

 
正確なポジショ

ニング 
録画ファイル再生の正確な時刻ポイントを設

定します。 

 キャプチャ 再生プロセスの画像をキャプチャーします。 

 
キャプチャーし

た画像を印刷 画像をキャプチャーして印刷します。 

   
切り取りの開始/
停止 

録画ファイルのクリッピングを開始/停止しま

す。 クリップされたファイルは PC に保存さ

れます。 

  
音声の有効化/無
効化 

クリックして再生の音声を有効化/無効化しま

す。 
 

フラグ付き録画による情報の検索 

方法:  

1. POS 検索ページを開きます。 



2. [フラグ付き録画]をクリックし、キーワードを[検索]フィールドに入力(オプション)します。 
3. [検索]をクリックすると、一致したデータがリスト表示されます。 
4. (オプション)[時間]フィールドで結果を時間でフィルタリングすることができます。 [カスタ

ム]をクリックすると、アイコン をクリックして開始時刻と終了時刻を必要に応じて指定す

ることができます。 

5. をクリックするとトランザクション情報の詳細と関連するビデオがポップアップします。 

 

イベントによる情報の検索 

目的:  

CMS ログおよびリモート ログを含むログ ファイルは、PC にエクスポートで

きます。 

方法:  

1. POS 検索ページを開きます。 
2. [イベント]をクリックし、[検索]フィールドで検索対象のイベントを選択します。 
3. [検索]をクリックすると、一致したデータがリスト表示されます。 
4. (オプション)[時間]フィールドで結果を時間でフィルタリングすることができます。 [カスタ

ム]をクリックすると、アイコン をクリックして開始時刻と終了時刻を必要に応じて指定す

ることができます。 

5. 検索された項目をクリックするとトランザクション情報の詳細がポップアップします。 か

をクリックして前や次のトランザクション情報に移動できます。 
6. 関連する録画ファイルをチェックする場合、[再生]をクリックして録画ファイルの再生を開始

します。 再生中、チェックボックスにより、対応する商品がトランザクション データ エリア

上でマーキングされます。 

高度検索 

目的:  

CMS ログおよびリモート ログを含むログ ファイルは、PC にエクスポートで

きます。 

方法:  

1. POS 検索ページを開きます。 
2. [高度検索]をクリックし、対応する検索条件を入力します。  

• アイテム: 商品名のキーワードを入力します。 
• 価格: トランザクションの合計コストの範囲を入力します。 
• 数量: 商品の個数の範囲を入力します。 
• レジ: レジの番号を入力します。 
• POS 端末: POS 端末の番号を入力します。 
• バーコード: 商品のバーコードを入力します。 

3. [検索]をクリックすると、一致したデータがリスト表示されます。 [リセット]をクリックする

とフィールドをリセットできます。 をクリックしてすべての高度検索をキャンセルするこ

ともできます。 



4. (オプション)[時間]フィールドで結果を時間でフィルタリングすることができます。 [カスタ

ム]をクリックすると、アイコン をクリックして開始時刻と終了時刻を必要に応じて指定す

ることができます。 

5. 検索された項目をクリックするとトランザクション情報の詳細がポップアップします。 か

をクリックして前や次のトランザクション情報に移動できます。 
6. 関連する録画ファイルをチェックする場合、[再生]をクリックして録画ファイルの再生を開始

します。 再生中、チェックボックスにより、対応する商品がトランザクション データ エリア

上でマーキングされます。 



 

人数カウント統計 
 
目的:  

追加した人数カウント サーバの人数カウント統計をチェックすることができ

ます。統計情報はライン チャートまたはヒストグラムで表示できます。 詳細

データはローカル ストレージにエクスポートできます。 

始める前に:  

人数カウント サーバを iVMS-5200 プロに追加し、対応するエリアを適切に設

定してください。 追加したサーバには、人数カウント ルールを設定する必要

があります。 

注意: iVMS-5200 プロに人数カウント サーバを追加するには iVMS-5200 プロ
フェッショナル Web マネージャのユーザマニュアルを参照してください。 人
数カウント ルールの設定については人数カウント サーバのユーザ マニュア
ルを参照してください。 

 

または[ツール] -> [人数カウント]をクリックして人数カウント ページを開き

ます。 

 



方法:  

1. 人数カウント ページを開きます。 
2. 人数カウント サーバのカメラをクリックして選択します。 
3. レポート種別を必要に応じて選択し、期間を設定します。 3 つのレポート種別が利用可能で

す: 日次レポート、月次レポート、年次レポート。 
4. [検索]をクリックして右側のパネルに統計情報を表示します。  

デフォルトでは、統計情報はライン チャート形式で表示されます。 ラ
ジオ ボタンをクリックするとヒストグラムに切り替えることができま

す。 

5. (オプション) [レポートのエクスポート]をクリックして人数カウントの詳細データを

ローカル PCに保存することができます。 

 



 

ヒートマップ 
 
目的:  

ヒートマップは、色で示されたデータの図式です。 カメラのヒートマップ機

能は通常、設定したエリアでの顧客の訪問回数と滞留時間を分析するために

利用されます。 

始める前に:  

ヒート マップ ネットワーク カメラを iVMS-5200 プロに追加し、対応するエ

リアを適切に設定してください。 追加したカメラには、ヒート マップ ルー

ルを設定する必要があります。 

注意: iVMS-5200 プロにヒート マップ ネットワーク カメラを追加するには

iVMS-5200 プロフェッショナル Web マネージャのユーザマニュアルを参照し

てください。 ヒート マップ ルール設定についてはヒート マップ ネットワー

ク カメラのユーザ マニュアルを参照してください。 

 

[ツール] -> [ヒート マップ]をクリックしてヒート マップ ページを開きます。 

 

方法:  

1. ヒート マップ ページを開きます。 
2. エリア パネル上のヒート マップ カメラをクリックして選択します。 

3. アイコン をクリックし、任意の開始時刻と終了時刻を指定します。 



4. ヒート マップ 生成をクリックすると、カメラのヒート マップが表示されます。 ヒート 
マップでは、赤色のブロック（255, 0, 0）は訪問頻度の最も高いエリアで、青色のブロック（0, 
0, 255）は訪問頻度の低いエリアを示します。 

 



アラームセンター 
 

アラームセンター 
 
目的:  

iVMS-5200 コントロール クライアントが受信したアラーム情報(例: 動体検知

アラーム情報)が表示されます。 イベントまたはアラームの詳細情報をチェッ

クし、関連する情報の管理などができます。 

注意: 

• 関連情報のリンク アクションのチェックをコントロール クライアント経由で行うためには、

Web クライアントでイベントまたはアラームの設定を行っておく必要があります。 イベント

およびアラーム設定の詳細については iVMS-5200 プロフェッショナル Web クライアントのユ
ーザ マニュアルを参照してください。 

• RSM にログインしている場合、「センターにアップロード」の設定になっているアラームの

みが受信されます。 

コントロール パネルの アイコンをクリックするか、 

または[ビュー] -> [アラーム センター]をクリックしてアラーム センター ペー

ジを開きます。 

インターフェイスの下部にある をクリックしてアラーム センター ページを

開くこともできます。 

 

 



アラーム センター ページ 

1: イベント/アラーム操作バー 

2: 情報リスト 

3: アラーム、検索および情報タブの切り替え 

4: アラーム ツールバー 

 

アラーム操作バーにあるアイコンの説明については以下の表を参照してくだ

さい: 

 
アラーム情報のクリ

ア 全てのアラーム情報を消去します。 

 音声を有効化 アラームがトリガーされた際のコントロール クラ

イアントの音声警報を有効化します。 

 
アラーム起動ポップ

アップ画像を有効化 

アラームがトリガーされた場合、リンクされたす

べてのカメラのライブ ビデオを表示して再生する

ダイアログがポップアップします。 
 

リソースのアラーム情報 
 
目的:  

動体検知、ビデオ損失、ビデオ干渉など、接続されたリソース(例: カメラ、

POS 端末、アラーム入力)のアラーム情報が表示されます。 

方法:  

1. アラーム センター ページを開くとコントロール クライアントが受信したアラーム リストが表

示されます。  

アラーム時間: アラームの開始時刻です。 

アラーム名: アラームの名称です。 

アラーム内容: アラームの内容です。 手動アラームの場合、アラーム

を送ったユーザの名前とアラーム種別が含まれます; VCA アラームの

場合、デバイス情報、アラームをトリガーしたデバイスおよびルール

の名前が含まれます; その他のアラームの場合、デバイス情報とアラー

ムをトリガーしたデバイスが含まれます。 



アラーム状態: アラームのステータスです。開始、未確認; 開始、確認

済み; 停止、未確認; 停止、確認済みが含まれます。 開始はアラームが

まだ停止されていないことを示し、確認済みはアラームがユーザによ

って確認されていることを示します。 

アラームレベル: 低、中、高の各レベルでアラームの緊急度が表示さ

れます。 

アラームを処理: アラームをトリガーしたカメラのライブ ビューを確

認したり、アラーム画像として設定されたアラームの画像を確認でき

ます。 設定の詳細については iVMS-5200 プロフェッショナル Web クラ
イアントのユーザ マニュアルを参照してください。 

確認情報: アラームの確認情報を表示します。 

CMS: デバイスが属する CMS を表示します。 CMS にログインしてい

る場合、この欄はコントロール センターを表示します。 

マーク: アラーム情報をマーキングします。マーキングされた項目はフ

ィルタできます。 

 

2. アラームをクリックして選択し、ツールバーの[確認]をクリックしてアラームを確認します。

または[編集して確認]をクリックすると説明文を編集してアラームを確認します。 

3. アラームを削除するには、アラームをクリックして選択し、ツールバーの[削除]をクリック

します。またはアラームを右クリックして[クリア]をクリックします。 または をクリ

ックするとアラームをすべて削除できます。 
4. 警戒コントロールについては下部にある[警戒コントロール]をクリックして警戒コント

ロール ウィンドウを起動します。  
o CMS にログインしている場合:  



[監視解除/監視をすべて解除]をクリックしてアラーム検知をす

べて無効化し、その期間を設定することができます。 また、[監
視開始/監視をすべて開始]をクリックしてアラーム検知を有効

化することもできます。 

o  
o RSM にログインしている場合:  

[監視解除/監視をすべて解除]をクリックして、特定の CMS に対

してアラーム検知をすべて無効化し、その期間を設定すること

ができます。 また、[監視開始/監視をすべて開始]をクリックし

て対応する CMS のアラーム検知を有効化することもできます。 

o  



イベント/アラーム ログの検索 
 
目的:  

iVMS-5200 プロのイベントおよびアラーム ログ ファイルは確認のために検索

することができます。 イベントおよびアラーム設定の詳細については iVMS-
5200 プロフェッショナル Web クライアントのユーザ マニュアルを参照して

ください。 

方法:  

1. アラーム センター ページを開き、[検索]タブをクリックします。 
2. イベントまたはアラームのラジオ ボタンを選択してログ種別を指定します。 
3. ドロップダウンリストの「トリガー」からイベントまたはアラームのソースを選択します。 
4. イベントまたはアラーム ソースを選択してログ ファイルを選択します。 検索フィールドにキ

ーワードを入力して必要なイベントまたはアラームのソースを検索できます。 
5. チェック ボックスをチェックし、イベントまたはアラーム種別を選択します。 

6. アイコンをクリックし、開始時刻と終了時刻を指定します。 
7. [検索] をクリックします。 合致するログ ファイルがリスト上に表示されます。  

イベント/アラーム情報の詳細を確認し、[リンク]欄からイベント/アラ

ームにリンクされた画像や録画ファイル(存在する場合)を確認するこ

とができます。 

注意: ログ ファイルが多すぎる場合は検索条件を狭めてください。 

 

ログ ファイルのバックアップ 

目的:  

イベント/アラーム ログ ファイルはお使いの PC にエクスポートできます。 



方法:  

1. 必要なログ ファイルを検索します。 
2. [ログのバックアップ]をクリックし、バックアップ ログ ダイアログ ボックスを開きま

す。 

3. アイコンをクリックして、ローカルの保存パスを選択します。 
4. オプションとして、エクスポートするログのエンコーディング フォーマットを選択すること

もできます。 
5. [バックアップ]をクリックし、見つかったログ ファイルをエクスポートします。 

 

 

iVMS-5200 プロのアラーム情報 
 
目的:  

デバイス接続障害、録画ファイル検索エラーなど、iVMS-5200 プロ操作中の

エラーやワーニングの情報を確認できます。 

方法:  

1. アラーム管理ページを開き、[情報]タブをクリックします。 

2. 情報の詳細を確認できます。 情報を削除するには、情報を右クリックして[クリア]をクリ

ックするか、 をクリックしてすべての情報を削除します。 



 

ダウンロードセンター 
 
目的:  

録画種別でデバイスの録画ファイルを検索し、それをお使いの PC に保存す

ることができます。 

コントロール パネルの アイコンをクリックし、ダウンロード センター ペ
ージを開きます。 

または[ビュー] -> [ダウンロード センター]をクリックしてダウンロード セン

ター ページを開きます。 

 

 

録画ファイルの検索 

方法:  

1. ダウンロード センター ページを開きます。 
2. カメラ エリアでチェックボックスをチェックし、カメラ(複数可)またはエリア(複数可)を選択

して録画ファイルを検索します。 
3. 録画種別エリアでチェックボックスをチェックし、録画種別(複数可)を選択します。 

4. アイコンをクリックして録画ファイル検索範囲の開始時刻と終了時刻を指定します。 

5. [検索] をクリックします。 合致する録画ファイルがリスト上に表示されます。 をクリッ

クしてフィルタ条件(タグまたは時間)を指定できます。  

注意: タグはリモート再生中に付加されます。 



 

6. チェックボックスをチェックし、ダウンロードするファイル(複数可)を選択します。 [すべて]
チェックボックスをクリックしてすべての録画ファイルを選択できます。 

7. (オプション) [設定]をクリックして録画ファイルを保存する PC上の保存パスを設定すること

ができます。 詳細な設定については以下を参照してください: ファイル保存先パス

設定。 
8. [ダウンロード]をクリックするとダウンロード ダイアログボックスがポップアップします。  

[ダウンロード プレイヤー]をチェックすると、ダウンロードしたファ

イルを再生するためのプレイヤーをお使いの PC にダウンロードでき

ます。 

[同一カメラの録画ファイルを結合]チェックボックスをチェックする

と、同一のカメラからの複数のファイル(2 つ以上)を 1 つの大きなファ

イルに結合することもできます。 

実際のネットワークの状態に応じてフロー制御を入力することもでき

ます。 

注意: 結合したビデオ ファイルの最大サイズは 2GB です。 

 



9. [OK]をクリックし、録画ファイルのダウンロードを開始します。 

ダウンロード進捗の確認 

録画ファイルのダウンロードの進捗を確認することができます。 

方法:  

1. [ダウンロード]タブをクリックするとすべてのダウンロード タスクが表示されます。  

 

2. チェックボックスをチェックしてダウンロード対象を選択すると、[停止]をクリックしてダウ

ンロードを停止したり、[開始]をクリックしてダウンロードを再開したり、[削除]をクリック

してダウンロード タスクを削除することができます(選択してダウンロードされた録画ファイ

ルを削除することもできます)。 ダウンロードされた録画ファイルは、プレイヤーの をクリ

ックすることで再生できます。 
3. [ダウンロード中]の項目をクリックすると、進行中のダウンロード タスクが確認できます。 
4. [完了]の項目をクリックすると、完了したダウンロード タスクが確認できます。 
5. [ダウンロード プレイヤー]をクリックすると、ダウンロードしたファイルを再生するためのプ

レイヤーをお使いの PCにダウンロードできます。 

 





 

ログ管理 
 
目的:  

iVMS-5200 プロおよびそれに接続されたデバイスのログは検索して確認する

ことができます。 サーバ ログは iVMS-5200 プロ CMS または RSM のログ フ
ァイルで、リモートログは接続されたデバイスのログ ファイルでローカル デ
バイスに保存されます。 

コントロール パネルの アイコンをクリックし、ログ検索ページを開きま

す。 

または[ツール] -> [ログ検索]をクリックしてログ検索ページを開きます。 

 

 

サーバ ログ ファイルの検索 

方法:  

1. ログ検索ページを開きます。 
2. サーバ ログのラジオボタンを選択してください。 
3. サーバ種別を CMS または RSM から選択します。 
4. ログ種別と対応する検索条件を選択します。 ログ種別は 2 種類で、操作ログとシステム ログ

です。  
• 操作ログ: 操作種別とユーザ名を選択できます。 
• システムログ: システム種別とユーザ名を選択できます。 

5. アイコンをクリックし、開始時刻と終了時刻を指定します。 
6. [検索] をクリックします。 合致するログ ファイルがリスト上に表示されます。  



ログ情報の詳細を確認できます。 

注意: ログ ファイルが多すぎる場合は検索条件を狭めてください。 

 

 

リモート ログ ファイルの検索 

方法:  

1. ログ検索ページを開きます。 
2. リモート ログのラジオボタンを選択してください。 
3. デバイスを選択してログ ファイルを選択します。 
4. メジャー種別と対応するマイナー種別を選択します。 

5. アイコンをクリックし、開始時刻と終了時刻を指定します。 
6. [検索] をクリックします。 合致するログ ファイルがリスト上に表示されます。  

操作時刻、ログ種別およびログ ファイルのその他の情報を確認できま

す。 

注意: ログ ファイルが多すぎる場合は検索条件を狭めてください。 



 

 

ログ ファイルのバックアップ 

目的:  

CMS ログおよびリモート ログを含むログ ファイルは、お使いの PC にエクス

ポートできます。 

方法:  

1. 必要なログ ファイルを検索します。 
2. [ログのバックアップ]をクリックし、バックアップ ログ ダイアログ ボックスを開きます。 

3. アイコンをクリックして、ローカルの保存パスを選択します。 
4. オプションとして、エクスポートするログのエンコーディング フォーマットを選択すること

もできます。 
5. [バックアップ]をクリックし、見つかったログ ファイルをエクスポートします。 

 





ローカル設定 
 

ローカル設定 
 
目的:  

一般パラメータ、ファイル保存先パス、キーボードおよびジョイスティック 
ショートカットおよびアラーム音が設定できます。 

コントロール パネルの アイコンをクリックするか、 

または[ツール] -> [ローカル設定]をクリックしてローカル設定ページを開き

ます。 

 

注意: [デフォルト値]をクリックすると、すべてのローカル設定のデフォルト

を復元できます。 

 



一般設定 
 
目的:  

ビュー スケール、ネットワーク パフォーマンスなどを含む頻繁に利用される

パラメータを設定できます。 

方法:  

1. ローカル設定ページを開きます。 
2. [一般]タブをクリックし、一般設定インターフェイスに入ります。 
3. 一般パラメータを設定します。 詳細については表 10.1 一般パラメータを参照してくだ

さい。 
4. 保存をクリックして設定を保存します。 

 

表 10.1 一般パラメータ 
パラメータ 説明 
ビューの比

率 
ライブ ビューまたは再生におけるビデオのビューの比率です。 
全画面、4:3、16:9 またはオリジナル解像度から設定できます。  

ネットワー

クパフォー

現在のネットワークのコンディションに応じて「標準」、「良

好」、「最高」のいずれかに設定してください。  



マンス 
再生パフォ

ーマンス 
ライブ ビデオ再生の性能です。 PC のハードウェア性能に応じて

「最小遅延」または「自動調整」のいずれかに設定できます。  

画像形式 ライブ ビューまたは再生時のキャプチャー画像のフォーマット

を設定します。  

最大モード 

最大化モードを最大化または全画面から選択します。 最大化を

選択した場合、ソフトウェアは最大表示になり、タスクバーが

表示されます。 全画面を選択した場合、ソフトウェアは全画面

モードで表示されます。  
カスタマイ

ズ再生速度 
再生速度を設定します。 リモート再生ではビデオ ファイルをカ

スタマイズした速度で再生できます。  
画面ツール

バー表示を

有効化 

ライブ ビューまたはビデオ再生の各表示ウィンドウ上にマウス

を動かした際に、各ウィンドウにツールバーを表示します。  

自動ログイ

ンを有効化 
iVMS-5200 プロのユーザ名とパスワードを保存し、コントロー

ル クライアントに自動ログインできるようにします。  
自動変更ス

トリームタ

イプ 

ライブ ビューでのストリーム タイプをウィンドウ分割および表

示ウィンドウのサイズに応じて自動変更します。  

双方向音声

を録音 双方向音声中の音声を記録します。  

ハイライト

を有効化 
ライブ ビューおよび再生時、検知したオブジェクトを緑色の四

角形でマークします。  
VCA ルール ライブ ビュー中に VCA ルールを表示します。  
最後に使っ

たインター

フェイスを

保存 

クライアントの次回起動時、最後に開いていたインターフェイ

スを開きます。  

GPU デコー

ド 

ライブ ビューおよび再生時に GPU デコーディングを有効化し

CPU リソースを節約します。  

注意: 

• お使いの PC が GPU デコードをサポートしている必要が

あります。 
• GPU デコーディングを有効化すると、以降、新たに開始

されるライブ ビューおよび再生は GPU デコーディングを

利用します。 
• GPU デコーディング有効化後、クライアントの画面表示

がぼやける場合、GPU デコーディングを無効にしてくだ

さい。 

 



ファイル保存先パス設定 
 
目的:  

マニュアルまたはダウンロードされた録画ファイル、キャプチャされた画像

および双方向音声の録音は、お使いの PC に保存されます。 これらのファイ

ルの保存先パスを設定できます。 マニュアル録画および画像を FTP サーバに

保存する際に用いられる FTP 設定も変更できます。 

方法:  

1. ローカル設定ページを開きます。 
2. [ファイル]タブをクリックし、ファイル保存先パス設定インターフェイスに入ります。 

3. アイコンをクリックして、関連するファイルへのローカル パスを選択します。  
• ビデオファイルの保存パス: ビデオ ファイルとはライブ ビュー中にマニュアル録画し

たファイル、再生中にクリップしたビデオ、再生中にダウンロードされた録画ファイ

ルおよびダウンロード センター ページでダウンロードされた録画ファイルのことを

指します。 
• 画像の保存パス: 画像とはライブ ビューおよび再生時にキャプチャされた画像のこと

を指します。 
• 音声ファイルの保存パス: 音声ファイルとは双方向音声中に録音された音声ファイル

のことを指します。 
4. FTP 設定については、FTP サーバの IP アドレス、ポート番号、ログイン ユーザ名とパスワー

ドを入力し、アップロードされる画像およびビデオ ファイルの保存先パスを指定してくださ

い。 
5. 保存をクリックして設定を保存します。 

 

 



キーボードおよびジョイスティック ショートカッ

ト設定 
 
目的:  

DS-1003KIおよび DS-1004KIキーボード、PC キーボード、USB ジョイスティ

ックおよび USB キーボード(DS-1005KI)ではシステムで頻繁に利用される機

能が提供できます。 よく用いる操作を迅速かつ簡単に行えるように、PC キ

ーボード、USB ジョイスティックおよび USB キーボードのショートカットを

設定できます。 

注意: DS-1003KI、DS-1004KIおよび DS-1005KIキーボードを、コントロール 
クライアントが実行されている PC に接続する際の詳細な手順については、

各キーボードのユーザ マニュアルを参照してください。 

方法:  

1. ローカル設定ページを開きます。 
2. [キーボードとジョイスティック]タブをクリックして、キーボードとジョイスティック設定イ

ンターフェイスを開きます。 
3. キーボードの場合: コントロール クライアントがインストールされた PCに DS-1003KI または

DS-1004KIキーボードが接続されている場合、ドロップダウン リストから COM ポートを選択

します。 
4. PCキーボード、USBジョイスティックおよび USBキーボードの場合:  

I. 特定の機能をリストから選択します。 
II. PCキーボード、USBジョイスティックまたは USBキーボードの欄の下にあるアイテ

ムをダブルクリックします。 
III. 複合キーの操作または数字をドロップダウン リストから選択し、PCキーボード、

USB ジョイスティックまたは USB キーボードの機能に対するショートカットとして

設定します。 
5. 保存をクリックして設定を保存します。 



 

 

アラーム音設定 
 
目的:  

動体検知アラーム、ビデオ異常アラームなどのアラームがトリガーされた場

合、クライアントは音声警報を発するように設定でき、警報となる音声の設

定も行えます。 

方法:  

1. ローカル設定ページを開きます。 
2. [アラーム音]タブをクリックし、アラーム音設定インターフェイスに入ります。 
3. ボイス エンジンまたはローカル音声ファイルのラジオボタンを選択します。  

注意: 

• ボイス エンジンについては、当該機能がお使いの PCのオペレーティング システム

においてサポートされている必要があります。 ボイス エンジンを選択した場合、ア

ラームがトリガーされると Web クライアントで設定したボイス テキストが再生され

ます。 



• ローカル音声ファイルの場合、ステップ 4 およびステップ 5 にしたがってください。 

4. アイコンをクリックして、アラームごとにローカル パス上の音声ファイルを選択します。 

5. オプションとして、 アイコンをクリックし、音声ファイルのテストを行えます。 
6. 保存をクリックして設定を保存します。 

注意: 音声ファイルのフォーマットは*.wav だけが利用できます。 

 





状態検知 
 

状態検知 
 
目的:  

サーバの稼働ステータス、エンコーディング デバイスのオンライン ステータ

ス、カメラの録画スケジュールのステータスなど、サーバ、接続されたデバ

イス、デバイスのカメラのステータスが表示されます。 ステータスの表示に

は 2 種類のビューが提供されています: 物理ビューはサーバおよびデバイスの

ステータスを表示し、論理ビューはエリアのカメラのステータスを表示しま

す。 

コントロール パネルの アイコンをクリックするか、 

または[ツール] -> [状態検知]をクリックして状態検知ページを開きます。 ス
テータス オーバービューではすべてのサーバ モジュール、デバイス、カメラ、

シグナル ステータスおよび録画スケジュールの設定と録画ステータスが表示

されます。 

正常な状態でないリソースについては、対応するフィールド(例: オフライン、

異常)をクリックすることで簡単に確認できます。 

 

 



物理ビュー 
 
方法:  

1. 状態検知ページを開きます。 
2. [物理ビュー]をクリックします。 サーバの稼動ステータスおよびデバイスとサーバのオンライ

ン ステータスを確認できます。 
3. デバイス ツリー パネル上で選択したデバイスまたはサーバをクリックすると、その種別のデ

バイスまたはサーバの情報が表示されます。  

注意: リスト表示される情報はデバイスまたはサーバに応じて異なりま

す。 

例: デバイス ツリー パネル上でエンコーディング デバイスを選択した

場合、追加されたエンコーディング デバイスすべてが表示されます。 
デバイスのニックネーム、IP アドレスまたはドメイン名、シリアル番

号、ネットワーク ステータスおよび HDD ステータスが確認できます。 

4. またはオプションとして、[異常のみ]チェックボックスをチェックして、異常状態になってい

るデバイスまたはサーバのみを表示することもできます。 [フィルタ]フィールドにキーワード

を入力してデバイスまたはサーバを検索することもできます。 

 

 

論理ビュー 
 
方法:  

1. 状態検知ページを開きます。 
2. [論理ビュー]をクリックします。 オンライン ステータス、シグナル ステータスおよび録画ス

ケジュールが設定されたカメラの録画ステータスを確認できます。 
3. エリア ツリー パネル上でエリアを選択した場合、そのエリアのカメラの情報が表示されます。  



アドレス/ドメイン名: カメラが登録されたデバイスの IP アドレスまた

はドメイン名です。 

デバイスシリアル番号: カメラが登録されたデバイスのシリアル番号

です。 

接続: 接続数とは、デバイスから取得されているライブ ビュー、ネッ

トワーク経由の再生または録画のストリーム数を指します。 もし接続

数が 4 であれば、それはそのデバイスからリモート ライブ ビュー、再

生または録画のストリームが 4 つ取得されていることを意味します。 
ストリーム メディア サーバがフィールドに表示されている場合、デバ

イスからのストリームはストリーム メディア サーバ経由で取得されて

いることを意味します。 

4. オプションとして、[異常のみ]チェックボックスをチェックして、異常状態になっているカメ

ラのみを表示することもできます。 [フィルタ]フィールドにキーワードを入力してカメラを検

索することもできます。 
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